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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天井に取り付けられる照明装置であって、
　装置本体に保持され、該装置本体の外縁部に向けて光を照射する複数の光源と、
　前記装置本体に取り付けられ、穴を有し、前記光源からの光を前記穴の周面から入射さ
せ、入射した光の向きを制御して室内を照明する導光部材とを備え、
　前記導光部材は、板状をなし、その外周の外縁部に前記光源の光出射方向と交差する方
向に傾斜する傾斜面を有し、該傾斜面から前記光源からの光の一部を前記天井に向けて出
射するように構成してあることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記導光部材は、前記装置本体の側の一面に該導光部材に入射した光を全反射する第一
の反射部材を有し、他面に前記反射部材で反射した光を拡散する拡散部材を有することを
特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記導光部材の前記装置本体の反対の側にカバーを有し、
　前記カバーと前記導光部材の間に、前記カバーよりも直径が小さい第二の反射部材を備
えることを特徴とする請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記導光部材は、前記装置本体の側の一面に前記光源からの光を乱反射する複数の反射
部が設けてあり、
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　該複数の反射部は、前記光源から離れるに従って、該光源からの光を乱反射する面積が
大きくなるように設けてあることを特徴とする請求項２又は３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記光源としてのＬＥＤを実装した複数のＬＥＤモジュールを多角形状に配置し、
　前記導光部材は、前記装置本体の側の一面に前記光源からの光を乱反射する複数の反射
部が設けてあり、
　該複数の反射部は、前記複数のＬＥＤモジュールの間の領域内の面積が他の領域よりも
大となるように形成してあることを特徴とする請求項２から４の何れか一つに記載の照明
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源と、該光源から出射された光の向きを制御する光制御部材とを備える照
明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅等の室内の照明に用いられる照明装置として、従来、白熱電球、蛍光灯等の光源を
備える照明装置が用いられている。近年、発光ダイオード（以下ＬＥＤという）の高輝度
化に伴い、従来の光源に代えて、小型、低消費電力、長寿命等の特性を有するＬＥＤを光
源として備える照明装置が種々提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に開示された照明器具は、器具本体１０１０と、該器具本体１０１０の外縁
部１０１４，１０１５に配設される半導体発光素子（光源）１０２１と、該半導体発光素
子１０２１の光出射方向に対向して配置され、半導体発光素子１０２１の光を主として平
行方向に制御するレンズ体１０３０と、半導体発光素子１０２１に対向し器具本体１０１
０の略中央部に向かって傾斜させた反射体１０４０と、半導体発光素子１０２１および反
射体１０４０を覆うグローブ１０５０とを備えている（図３９参照）。器具本体１０１０
は、矩形板状を有し、略中央部に引掛シーリング１０１１に係合するアダプタ１０１２が
設けてある。
【０００４】
　特許文献１に係る照明器具は、住宅等の天井面等の器具取付面Ａに設けられた引掛シー
リング１０１１にアダプタ１０１２を係合することにより、器具本体１０１０において器
具取付面Ａに取付けられ、所謂シーリングライトとして用いられる。照明器具の点灯に伴
い、半導体発光素子１０２１から出射された光は、レンズ体１０３０により略平行な方向
、すなわち、反射体１０４０の傾斜部に向かって出射され、さらに反射体１０４０におい
て反射してグローブ１０５０に入射する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－３００２０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、特許文献１に係る照明器具においては、光源である半導体発光素子１０２１
が光源を保持する器具本体１０１０の外縁部１０１４，１０１５に配設されているため、
器具本体１０１０の外縁部１０１４，１０１５に、光源である半導体発光素子１０２１、
該半導体発光素子１０２１に接続される配線等の荷重がかかる。特許文献１に係る照明器
具は、前述した如く、器具本体１０１０の中央において被取付部材に保持されるように構
成してあるから、器具本体１０１０の外縁部１０１４，１０１５に荷重がかかることによ
り、モーメントが作用し、器具本体１０１０の中央部に光源等を配した場合と比較して、
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支点と作用点との距離（器具本体１０１０と外縁部１０１４，１０１５との距離）に応じ
た下向きの大きな力が作用する。このため、器具本体１０１０に撓み等の変形が生じる虞
がある。
【０００７】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、装置本体の撓み等の変形を抑制する
ことができる照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る照明装置は、天井に取り付けられる照明装置であって、装置本体に保持さ
れ、該装置本体の外縁部に向けて光を照射する複数の光源と、前記装置本体に取り付けら
れ、穴を有し、前記光源からの光を前記穴の周面から入射させ、入射した光の向きを制御
して室内を照明する導光部材とを備え、前記導光部材は、板状をなし、その外周の外縁部
に前記光源の光出射方向と交差する方向に傾斜する傾斜面を有し、該傾斜面から前記光源
からの光の一部を前記天井に向けて出射するように構成してあることを特徴とする。
【０００９】
　本発明にあっては、装置本体に保持され、該装置本体の外縁部に向けて光を照射する複
数の光源からの光の向きを、穴を有する板状の導光部材により制御して室内を照明する。
光源を照明装置の外縁部に設置していないから、光源を照明装置の外縁部に設置する場合
と比較して、光源を保持する装置本体に作用するモーメントを低減することができ、該装
置本体の撓み等の変形を抑制することができる。
　光源からの光の一部は、穴を経て板状の導光部材に入射し、該導光部材の内部で反射し
つつ該光制御部材の外縁部に向けて広がるから、照明装置の外縁部まで明るく発光させる
ことができ、略均一な面発光を行うことができる。
　導光部材の外縁部に達した光は、外縁部に設けた傾斜面に達し、その光の一部が該傾斜
面から照明装置が取り付けられた天井面に向けて出射される。従って、室内の壁面及び天
井面にも照明光が行き渡り、全光束が低い場合においても、使用者に部屋全体を明るく感
じさせることができ、また照明装置の外縁部と天井との境界部分が目立たなくなり、柔ら
かい照明光を得ることができる。
【００１０】
　本発明に係る照明装置は、前記導光部材は、前記装置本体の側の一面に該導光部材に入
射した光を全反射する第一の反射部材を有し、他面に前記反射部材で反射した光を拡散す
る拡散部材を有することを特徴とする。
【００１１】
　本発明にあっては、導光部材内への入射光は、第１の反射部材での反射と、拡散部材で
の拡散とにより導光部材の全体に均等に拡がり、照明装置の外縁部まで明るく発光し、室
内を均等に照明することができる。
【００１２】
　本発明に係る照明装置は、前記導光部材の前記装置本体の反対の側にカバーを有し、前
記カバーと前記導光部材の間に、前記カバーよりも直径が小さい第二の反射部材を備える
ことを特徴とする。
【００１３】
　本発明にあっては、導光部材の装置本体の反対の側にカバーを設け、該カバーと導光部
材との間に第二の反射部材が配してある。第二の反射部材は、導光部材に入射しなかった
光を反射し、照明装置全体としての光利用効率を向上させるように作用する。
【００１４】
　本発明に係る照明装置は、前記導光部材は、前記装置本体の側の一面に前記光源からの
光を乱反射する複数の反射部が設けてあり、該複数の反射部は、前記光源から離れるに従
って、該光源からの光を乱反射する面積が大きくなるように設けてあることを特徴とする
。
【００１５】
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　本発明にあっては、板状をなす光制御部材の一面に前記光源からの光を乱反射する複数
の反射部が設けてあり、これらの反射部の反射面は、光源から離れるに従って大としてあ
る。光の強度は、光源から離れるに従って低下するが、光源からの光が入射して乱反射す
る反射部の面積が大きくなるから、各反射部において乱反射される光の量を導光部材の外
縁部においても十分に確保することができる。即ち、導光部材の中央部から外縁部に亘る
略全面において十分な光の量を前記一面の反対側の面から出射させることができ、略均一
な面発光を行うことができる。
【００１６】
　本発明に係る照明装置は、前記光源としてのＬＥＤを実装した複数のＬＥＤモジュール
を多角形状に配置し、前記導光部材は、前記装置本体の側の一面に前記光源からの光を乱
反射する複数の反射部が設けてあり、該複数の反射部は、前記複数のＬＥＤモジュールの
間の領域内の面積が他の領域よりも大となるように形成してあることを特徴とする。
【００１７】
　本発明にあっては、導光部材に設けた複数の反射部が、ＬＥＤモジュールの間の領域に
おいて他の領域よりも大きい面積を有している。光の強度は、光源としてのＬＥＤモジュ
ールから離れるに従って低下するが、この光を乱反射する反射部の面積が大きくなるから
、各反射部において乱反射される光の量を導光部材の略全周に分散させて外部に出射し、
略均一な面発光を行うことが可能となり、照明装置全体としての光利用効率、いわゆる装
置効率を向上することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、装置本体の撓み等の変形を抑制すると共に、略均一な面発光を行わせ
て、外縁部と天井との境界部分を目立たなくし、柔らかい照明光を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る照明装置の模式的外観斜視図である。
【図２】実施の形態１に係る照明装置の模式的分解斜視図である。
【図３】実施の形態１に係る照明装置の模式的背面図である。
【図４】図３のIV－IV線による模式的断面図である。
【図５】実施の形態１に係る照明装置の主要部の配置を示す図である。
【図６】実施の形態１に係る照明装置のＬＥＤモジュールの模式図である。
【図７】実施の形態１に係る照明装置における要部の部分拡大断面図である。
【図８】実施の形態１に係る照明装置の被取付部材としての天井への取付状態の一例を示
す図である。
【図９】実施の形態２に係る照明装置の模式的外観図である。
【図１０】実施の形態２に係る照明装置における要部の部分拡大断面図である。
【図１１】実施の形態３に係る照明装置における要部の部分拡大断面図である。
【図１２】実施の形態４に係る照明装置の模式的断面図である。
【図１３】実施の形態４に係る照明装置の主要部の配置を示す図である。
【図１４】本発明において適用可能な他のＬＥＤモジュールの例を示す模式図である。
【図１５】本発明において適用可能な他の導光板の例を示す模式図である。
【図１６】本発明において適用可能な他の導光板の例を示す模式図である。
【図１７】本発明において適用可能なフレキシブル基板の説明図である。
【図１８】本発明において適用可能なフレキシブル基板の説明図である。
【図１９】実施の形態５に係る照明装置の模式的外観斜視図である。
【図２０】実施の形態５に係る照明装置の模式的分解斜視図である。
【図２１】実施の形態５に係る照明装置の模式的断面図である。
【図２２】実施の形態５に係る照明装置の中央部の模式的断面図である。
【図２３】実施の形態５に係る照明装置の主要部の配置を示す図である。
【図２４】実施の形態５に係る照明装置のＬＥＤモジュールの模式図である。
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【図２５】実施の形態５に係る照明装置におけるＬＥＤモジュールからの光の反射の説明
図である。
【図２６】実施の形態５に係る照明装置におけるＬＥＤモジュールからの光の反射の説明
図である。
【図２７】実施の形態５に係る照明装置におけるＬＥＤモジュールからの光の反射の説明
図である。
【図２８】実施の形態５に係る照明装置における常夜灯の説明図である。
【図２９】実施の形態６に係る照明装置の模式的断面図である。
【図３０】実施の形態６に係る照明装置の模式的部分拡大断面図である。
【図３１】実施の形態７に係る照明装置の模式的部分拡大断面図である。
【図３２】実施の形態８に係る照明装置の模式的部分拡大断面図である。
【図３３】本発明において適用可能な他のＬＥＤモジュールの例を示す模式図である。
【図３４】実施の形態９に係る照明装置の模式的断面図である。
【図３５】実施の形態９に係る照明装置の模式的部分拡大断面図である。
【図３６】実施の形態９に係る照明装置に用いられるレンズの模式的斜視図である。
【図３７】実施の形態９において適用可能な他のレンズの例を示す模式的断面図である。
【図３８】反射シートに設ける突起の説明図である。
【図３９】従来技術に係る照明装置の模式的断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて、天井等の被取付部材に取付けら
れる照明装置を例に詳述する。
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る照明装置１００の模式的外観斜視図である。図２
は、実施の形態１に係る照明装置１００の模式的分解斜視図である。図３は、実施の形態
１に係る照明装置１００の模式的背面図である。図４は、図３のIV－IV線による模式的断
面図である。
【００２１】
　図において１は、円板状を有し、後述する光源を保持する装置本体としてのシャーシで
ある。シャーシ１は、円形状の穴１１を中央に有しており、該穴１１には、後述する電源
部及び光源間を接続する電線が挿通される。シャーシ１は、鉄、アルミニウム等の金属製
であり、光源等の発熱体からの熱を放熱するヒートシンクとしての機能も有している。
【００２２】
　シャーシ１には、後述する光源保持部の取付位置に整合するように、貫通穴１２が周方
向に４等配をなして設けてある。また、シャーシ１には、光源保持部の取付位置に整合す
るようにネジ用穴１３が設けてある。
【００２３】
　シャーシ１の一面１ａには、光源であるＬＥＤモジュール２が光源保持部３を介して取
付けてある。図５は、実施の形態１に係る照明装置１００の主要部の配置を示す図である
。図６は、実施の形態１に係る照明装置１００のＬＥＤモジュール２の模式図である。
【００２４】
　ＬＥＤモジュール２は、図６に示すように、矩形板状のＬＥＤ基板２１と、該ＬＥＤ基
板２１の長辺に沿って列状に実装され、昼光色の光を発する複数の昼光色ＬＥＤ２２と、
該複数の昼光色ＬＥＤ２２間に実装され、電球色の光を発する複数の電球色ＬＥＤ２３と
を備えてなる。ＬＥＤ基板２１には、昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３の発光部（
ＬＥＤ素子及び封止樹脂の部分であり、図中に円にて示す部分）が略一直線上に位置する
ように、昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３が略交互に配してある。
【００２５】
　昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３は、例えば、ＬＥＤ素子と、該ＬＥＤ素子を封
止し、蛍光体が分散された封止樹脂と、入力端子及び出力端子とを備えてなる表面実装型
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ＬＥＤである。ＬＥＤ基板２１は、鉄、アルミニウム等の金属製であり、昼光色ＬＥＤ２
２及び電球色ＬＥＤ２３からの熱を光源保持部３に伝導する熱伝導体を兼ねている。なお
、ＬＥＤ基板２１は、昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３の樹脂と熱膨張率が近い鉄
製であることがより望ましい。
【００２６】
　本実施の形態においては、昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３は、隣接する電球色
ＬＥＤ２３又は昼光色ＬＥＤ２２との間隔が略同一になるようにＬＥＤ基板２１に配して
あるが、ＬＥＤ基板２１の長手方向の中央から端に向けて隣接する電球色ＬＥＤ２３又は
昼光色ＬＥＤ２２との間隔が徐々に密になるように配してあることがより望ましい。これ
は、本実施の形態の如く、複数のＬＥＤモジュール２を多角形状に配する場合において、
隣接するＬＥＤモジュール２間の境界部分が暗くなることを防止して、周方向位置に応じ
て輝度の差が生じないように、ＬＥＤモジュール２からの光をより均一に出射するためで
ある。なお、フレキシブル基板等を用いてＬＥＤモジュールを円形状の環状（円環状）に
配する場合は、本実施の形態の如く、隣接するＬＥＤの間隔が略同一になるように配して
ある方が望ましい。
【００２７】
　本実施の形態のＬＥＤモジュール２においては、昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２
３の発光部が略一直線上に位置させてあるから、並列に配してある場合と比較して、ＬＥ
Ｄモジュール２からの光の向きを制御する光制御部材に入射しない光の量を低減するよう
に該制御部材の穴の周面４ａに対向して、周面４ａの厚み内にＬＥＤモジュール２の発光
部が収まるように配置することが容易にでき、照明装置全体としての光利用効率、いわゆ
る装置効率を向上することができる。
【００２８】
　複数の昼光色ＬＥＤ２２を直列接続する電源供給用の回路パターンの両端には、第１の
接続部２５が設けてある。同様に、複数の電球色ＬＥＤ２３を直列接続する電源供給用の
回路パターンの両端には、第２の接続部２４が設けてある。
【００２９】
　これら複数のＬＥＤモジュール２間の接続は、第１の接続部２５同士、及び第２の接続
部２４同士をジャンパケーブルである電線６９を各接続部２４，２５に半田付等により接
続することにより行う。なお、本実施の形態においては、図５に示すように、８つのＬＥ
Ｄモジュール２を２つの組に分けてあり、各組は、４つのＬＥＤモジュール２を電線６９
により直列接続してなる。そして、複数のＬＥＤモジュール２は、各組の一方の端部のＬ
ＥＤモジュール２の第１の接続部２５及び第２の接続部２４と、後述する電源部との間を
電線６６により接続することにより、電源部に接続してある。
【００３０】
　光源保持部３は、図４に示すように、断面形状が扁平なＵ字状を有しており、ＬＥＤモ
ジュール２が保持して取付けられる矩形板状の保持板部３１と、該保持板部３１の長辺側
の一側に保持板部３１と略直角をなして連設され、シャーシ１に固定される固定板部３２
と、該固定板部３２の保持板部３１の反対側の長辺の一部から該保持板部３１と対向して
平行に設けられる支持板部３３とを備えている。光源保持部３は、アルミニウム等の金属
製であり、発熱体であるＬＥＤモジュール２からの熱を、ヒートシンクを兼ねるシャーシ
１に伝導する熱伝導体を兼ねている。
【００３１】
　保持板部３１には、ＬＥＤ基板２１の長手方向が保持板部３２の長手方向になるように
、ＬＥＤ基板２１の非実装面（昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３が実装された面と
反対側の面）にて、ＬＥＤモジュール２がネジ等により固定してある。固定板部３２の長
手方向の略中央には、貫通穴３４が設けてある。固定板部３２の長手方向の両端には、ネ
ジ用穴が夫々設けてある。
【００３２】
　光源保持部３は、保持板部３１のＬＥＤモジュール２が取付けられた面をシャーシ１の
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外縁部に向けて、保持板部３１が正八角形状の周壁を形成するように周方向に略等配をな
してシャーシ１の一面１ａに載置した状態にて、固定板部３２に設けられたネジ用穴及び
シャーシ１に設けられたネジ用穴１３にネジ１５を螺合することにより、シャーシ１に固
定してある。このように光源保持部３をシャーシ１に取付けることにより、ＬＥＤモジュ
ール２は、ＬＥＤ基板２１がシャーシ１の径方向に略直交するように保持されることにな
り、図５に示すように、正八角形状にシャーシ１に配される。ＬＥＤモジュール２を点灯
したときに、ＬＥＤモジュール２からの光は、照明装置１００（シャーシ１）の外縁部に
向けて放射状に出射されることになる。
【００３３】
　シャーシ１には、ＬＥＤモジュール２から出射された光の向きを制御する光制御部材と
しての導光板４（導光部材）が設けてある。図７は、実施の形態１に係る照明装置１００
における要部の部分拡大断面図である。
【００３４】
　導光板４は、中央にＬＥＤモジュール２の配置形状に合わせた正八角形状の穴を有する
円板状である。導光板４は、光透過性の高い材料製であり、例えば、アクリル樹脂製であ
る。導光板４は、ＬＥＤモジュール２の昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３の発光部
の寸法よりも、肉厚を厚くしてあることが望ましい。また、ＬＥＤモジュール２の光軸が
導光板４の厚み方向の略中央に位置するように、導光板４をシャーシ１に配してあること
が望ましい。ＬＥＤの発光部の寸法よりも導光板４の肉厚を厚くすること、及び／又はＬ
ＥＤモジュール２の光軸と導光板４の厚み方向の中央位置を合わせることにより、導光板
４に入射しない光の量を低減することができ、照明装置全体としての光利用効率、いわゆ
る装置効率を向上することができる。
【００３５】
　導光板４は、各ＬＥＤモジュール２が穴の周面４ａと適長離隔して対向するように、よ
り詳細には、図５に示す如く、略同心をなす２つの正八角形状の線上にＬＥＤモジュール
２及び導光板４が夫々位置するように、シャーシ１の一面１ａに配してある。換言すると
、導光板４と各ＬＥＤモジュール２とは、各ＬＥＤモジュール２が導光板４の穴の周面４
ａと略同一の間隔を有して平行になるようにしてある。このＬＥＤモジュール２と導光板
４の穴の周面４ａとの間隔は、ＬＥＤモジュール２からの光がある程度の広がりを有して
周面４ａに入射するように、ＬＥＤモジュール２において発した熱が導光板４に伝達され
にくいように、適切に設定してあることが望ましい。
【００３６】
　導光板４の一面４ｃには、ＬＥＤモジュール２からの光を乱反射する反射部としての反
射ドット４１が複数印刷してある。反射ドット４１は、円形状を有し、ＬＥＤモジュール
２からの遠近に応じて、ＬＥＤモジュール２からの光を乱反射する面積、本実施の形態に
おいては反射ドット４１の面積が大小となるように設けてある。より詳しくは、導光板４
の一面４ｃに印刷される反射ドット４１は、ＬＥＤモジュール２に近い領域ほど円形状に
印刷されるパターンを小さくして、密に配置して印刷してある。反射ドット４１は、拡散
材が適量混入された塗料を用いて、導光板４の一面４ｃにシルクスクリーン印刷等の印刷
により形成してある。
【００３７】
　ＬＥＤモジュール２から導光板４に入射した光は、反射ドット４１を設けていない場合
は、導光板４１の外縁部に向けて広がりつつ全反射を繰り返して、導光板４１の外縁部か
らそのまま導光板４の平面に沿う方向に出射するが、反射ドット４１を設けることにより
、図７に矢符にて示すように、該反射ドット４１において乱反射し、一部の光は導光板４
の他面４ｄから出射することになり、略均一な面発光を行うことができる。なお、本実施
の形態のように、ＬＥＤモジュール２を八角形に配置した場合、隣接するＬＥＤモジュー
ル２間の領域（隣接するＬＥＤモジュール２の境界を含む径方向の領域）が暗くならない
ように、反射ドット４１のパターンを他の領域と変える方が望ましい。例えば、隣接する
ＬＥＤモジュール２間の領域内の各ドットの面積を増大させ、及び／又はドットの数を増
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加させる。
【００３８】
　導光板４の外周面４ｂと一面４ｃとの間には、ＬＥＤモジュール２の光出射方向と交差
する方向に傾斜する傾斜面４ｅが略全周に亘って形成してある。導光板４の周面４ａから
入射したＬＥＤモジュール２からの光は、導光板４の面となす角度が小さいときは、全反
射するところ、傾斜面４ｅを設けることにより、前記光と導光板４の傾斜面４ｅとなす角
度を全反射する角度よりも大とすることができ、図７に矢符にて示すように、ＬＥＤモジ
ュール２からの光の一部を、導光板４の外縁部に設けた傾斜面４ｅから照明装置１００の
外部へ出射させることが可能となる。
【００３９】
　シャーシ１と導光板４との間には、反射シート５が介挿してある。反射シート５は、中
央にＬＥＤモジュール２の配置形状に合わせた正八角形状の穴を有する円板状である。反
射シート５は、例えば、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）等の高光反射率の材料製
である。反射シート５には、ネジ用穴５１がシャーシ１のネジ用穴１３に整合する、換言
すると光源保持部３の取付位置に整合するように設けてある。反射シート５は、光源保持
部３をシャーシ１に取付けるときに、ネジ用穴５１がシャーシ１のネジ用穴１３に整合す
るように、予めシャーシ１の一面１ａに載置し、ネジ１５により光源保持部３と共にシャ
ーシ１に取付けられる。
【００４０】
　導光板４の反射ドット４１により乱反射された光は、後述する拡散板において、一部が
反射されて導光板４の一面４ｃから導光板４に再度入射し、入射した光のうち一面４ｃと
なす角度が大である光は、一面４ｃにおいて反射されずに導光板４の一面４ｃから出射し
、出射した光は、反射シート５において他面４ｄの側に反射されることになる。
【００４１】
　光源保持部３に包囲されるシャーシ１の一面１ａには、矩形板状の制御基板７が制御基
板支持部（図示せず）を介して取付けてある。制御基板７には、制御用のマイクロコンピ
ュータ、調光回路部品等の電子部品（図示せず）が実装してある。制御基板７は、電線６
８を介して電源部と電気的に接続してある。
【００４２】
　導光板４の他面４ｄには、拡散板８が設けてある。拡散板８は、中央にＬＥＤモジュー
ル２の配置形状に合わせた正八角形状の穴を有する円板状である。拡散板８の直径は、導
光板４の他面４ｄの直径と略同一にしてある。拡散板８は、拡散材が添加された乳白色の
樹脂製である。
【００４３】
　導光板４の反射ドット４１により乱反射された光の一部は、導光板４の他面４ｄとなす
角度が大となるから、全反射されることなく、そのまま他面４ｄから出射する。他面４ｄ
から出射した光は、拡散板８において、拡散しつつ透過して、照明装置１００の外部に、
天井等の被取付部材の反対側（例えば床面）に向けて出射される。照明装置１００の外部
に導光板４の他面４ｄの側から出射される光は、拡散板８内において拡散され、部屋全体
を略均一に照らすことになる。拡散板８を設けることにより、照明装置１００の配光を広
げることができる。
【００４４】
　以上のように、ＬＥＤモジュール２、光源保持部３、導光板４、反射シート５及び拡散
板８が設けられたシャーシ１には、クッション９０及び天板反射シート５５（第二の反射
部材）を介して、円板状をなすセンタカバー９が取付けてある。センタカバー９には、貫
通穴９１が、シャーシ１に設けられた貫通穴１２に整合するように、換言すると、光源保
持部３の取付位置に整合するように、周方向に４等配をなして設けてある。
【００４５】
　天板反射シート５５は、中央にＬＥＤモジュール２の配置形状に合わせた正八角形状の
穴を有する円板状である。天板反射シート５５は、センタカバー９より若干小さい直径を
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有しており、天板反射シート５５の正八角形状の穴は、複数の光源保持部３の支持板部３
３によって形成される正八角形状よりも小となるように形成してある。天板反射シート５
５は、例えば、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）等の高光反射率の材料製である。
【００４６】
　導光板４に関して反射シート５の反対側に天板反射シート５５を設けているから、ＬＥ
Ｄモジュール２から出射し、導光板４の周面４ａで反射する等して導光板４に入射しなか
った光が、天板反射シート５５にて、導光板４、反射シート５、拡散板８等の方向に反射
されることになり、照明装置全体としての光利用効率、いわゆる装置効率を向上すること
ができる。
【００４７】
　クッション９０は、天板反射シート５５と略同一形状を有している。クッション９０及
び天板反射シート５５は、例えば、センタカバー９に接着剤等により仮止めしてある。こ
のセンタカバー９は、センタカバー９の貫通穴９１をシャーシ１の貫通穴１２及び光源保
持部３の固定板部３２の貫通穴３４に位置合わせした状態にて光源保持部３及び拡散板８
に載置して、締結部材１４を用いてシャーシ１及び光源保持部３と一体化してある。シャ
ーシ１及びセンタカバー９は、ＬＥＤモジュール２、光源保持部３、導光板４、反射シー
ト５、拡散板８等を保持する保持部材としての機能を有している。
【００４８】
　本実施の形態においては、締結部材１４として、ボルトとナットとを用いて、ボルトを
センタカバー９の側から各貫通穴９１、３４、１２に挿通して、シャーシ１の他面（一面
１ａの反対側の面）に配したナットに螺合することにより、シャーシ１及びセンタカバー
９間に、ＬＥＤモジュール２が取付けられた光源保持部３、導光板４、反射シート５、拡
散板８等が挟持されて、一体化される。センタカバー９と、光源保持部３及び拡散板８と
の間に介挿されたクッション９０は、締結部材の締結力に応じて圧縮されるから、シャー
シ１及びセンタカバー９により光源保持部３、導光板４、拡散板８等の部材に周方向に略
均等に力が作用し、安定して保持される。また、シャーシ１、光源保持部３、導光板４、
拡散板８及びセンタカバー９により密閉された空洞が形成される。この空洞内に光源であ
るＬＥＤモジュール２が収容されることになるから、ＬＥＤモジュール２部分を密閉する
ことが可能となる。なお、締結部材１４は、ボルト及びナットに限定されない。
【００４９】
　図８は、実施の形態１に係る照明装置１００の被取付部材としての天井１１０への取付
状態の一例を示す図である。実施の形態１に係る照明装置１００は、ＬＥＤモジュール２
に電力を供給する電源部６が、アダプタ１６を介して被取付部材としての天井１１０に設
けられた引掛シーリングボディ等の被取付体（図示せず）に着脱可能に取付けてある。
【００５０】
　アダプタ１６は、扁平な円柱形状を有しており、一端側に被取付部材に設けられた引掛
シーリングボディ等の被取付体の係合穴に係合する引掛刃と、電源部６に接続されるコネ
クタとを有している。アダプタ１６は、前記被取付体の係合穴に引掛刃を係合させること
により、電気的、機械的に被取付体に接続される。アダプタ１６は、それ自体公知である
ので、詳細な説明は省略する。
【００５１】
　電源部６は、一部に円形状の穴が設けられた扁平な有底円筒形状を有する筐体と、該筐
体の内部に収容された電源基板と、該電源基板に実装され、交流電源（ＡＣ電源）から供
給された電流を整流する整流回路、整流された電圧を所定の電圧に変換するトランス等の
電子部品と、電源基板を前記筐体に保持する電源基板支持部とを備えている。アダプタ１
６を電源部６の筐体に設けられた円形状の穴に取付け、アダプタ１６を天井１１０に設け
られた被取付体に係合させることにより、アダプタ１６が被取付体に接続して取付けられ
ると同時に、電源部６が被取付部材である天井１１０に取付けられることになる。
【００５２】
　なお、アダプタ１６のコネクタと電源部６のコネクタとを接続することにより、電源部
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６が電気的に被取付体に接続される。また、電源部６には、前述したＬＥＤモジュール２
が電線６６を介して接続してある。また、電源部６には、前述した電源基板７が電線６８
を介して接続してある。なお、本実施の形態においては、制御基板７をシャーシ１に取付
けてあるが、電源部６の筐体の内部に設けてもよい。
【００５３】
　また、電源部６の筐体には、シャーシ１にその一端が固定されたコード、チェーン等の
吊具１７が取付けてある。図８に示す本実施の形態に係る照明装置１００は、天井１１０
から吊具１７により吊下げられるタイプの照明装置、所謂ペンダントライトである。
【００５４】
　実施の形態１に係る照明装置１００においては、ＬＥＤモジュール２をシャーシ１（照
明装置）の中央部に設けており、照明装置１００の外縁部に設置していないから、シャー
シ１の天井１１０への取付位置とＬＥＤモジュール２との間の距離を短くすることができ
、ＬＥＤモジュール２をシャーシ１（照明装置）の外縁部に設置する場合と比較して、シ
ャーシ１に作用するモーメントを低減することができるから、シャーシ１の変形を抑制す
ることができ、照明装置１００の信頼性を向上することができる。シャーシ１の中央部の
上方の天井面１１０ａに電源部６を配しているから、電源部６及びＬＥＤモジュール２を
接続する電線等をシャーシ１の中央部の側に集中させることができ、シャーシ１に作用す
るモーメントを更に低減することができ、シャーシ１の変形を抑制して照明装置１００の
信頼性を向上することができる。
【００５５】
　また、実施の形態１に係る照明装置１００においては、光源としてのＬＥＤモジュール
２をシャーシ１（照明装置）の中央部に八角形状の環状に設けて、シャーシ１の外縁部に
向けて光を放射状に照射させるようにしてある。従って、シャーシ１の外縁部に光源を設
ける場合と比較して、光源を設置する領域を小さくすることができ、光制御部材である導
光板４から出射する光を均一にするために必要な光源の個数を少なくすることができる。
さらに、シャーシ１の外縁部に向けて光を放射状に照射させるようにしてあるので、照明
装置を大型化させた場合であっても、光源の個数を増やすことなく、光源の強さを調整す
るだけで、均一な照明が可能となる。
【００５６】
　天井１１０に取付けられた照明装置１００は、アダプタ１６及び引掛シーリングボディ
等の被取付体を介して電源部６がＡＣ電源に接続される。この状態にて、電源を投入した
とき、交流電流が電源部６に供給され、電源部６から所定の電圧及び電流の電力がＬＥＤ
モジュール２に供給され、昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３を有するＬＥＤモジュ
ール２が点灯する。
【００５７】
　実施の形態１に係る照明装置１００においては、照明装置１００の中央部に設けられた
ＬＥＤモジュール２は、該ＬＥＤモジュール２からの光の向きを制御する光制御部材であ
る導光板４の外縁部に向けて、換言すると、照明装置１００（シャーシ１）の外縁部に向
けて、光を出射するように設けてあり、導光板４の穴の周面４ａに対向し、導光板４を介
して照明するようにしてある。
【００５８】
　ＬＥＤモジュール２から出射した光の大部分は、ＬＥＤモジュール２に対向配置された
導光板４の穴の周面４ａから導光板４の内部に入射し、入射した光の一部は、導光板４の
内部において一面４ｃ及び他面４ｄ間にて全反射を繰り返しつつ、導光板４１の外縁部に
向けて広がるから、照明装置１００の外縁部まで明るく発光させることができ、略均一な
面発光を行うことができる。
【００５９】
　また、導光板４の内部に入射した光の他の一部は、導光板４の一面４ｃに設けられた反
射ドット４１において乱反射し、乱反射した光の一部は導光板４の他面４ｄからそのまま
出射し、他の一部は導光板４の他面４ｄにて更に反射される。このように、反射ドット４
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１に入射した光は多方向に出射されるから、導光板４の中央部から外縁部に亘って略均一
な面発光を行うことができる。
【００６０】
　そして、反射ドット４１をＬＥＤモジュール２からの遠近に応じて、ＬＥＤモジュール
２からの光を乱反射する面積、本実施の形態においては反射ドット４１の面積が大小とな
るように設けてある。光の強度は、ＬＥＤモジュール２から離れるに従って低下するが、
ＬＥＤモジュール２からの光が入射して乱反射する反射ドット４１の面積が大きくなるか
ら、該反射ドット４１において乱反射される光の量を導光板４の外縁部においても十分に
確保することができる。即ち、導光板４の中央部から外縁部に亘る略全面において十分な
光の量を他面４ｄから出射させることができ、略均一な面発光を行うことができる。
【００６１】
　また、導光板４の周面４ａから入射したＬＥＤモジュール２からの光は、導光板４の面
となす角度が小さいときは、全反射するところ、導光板４の外周面４ｂと一面４ｃとの間
には、ＬＥＤモジュール２の光出射方向と交差する方向に傾斜する傾斜面４ｅが略全周に
亘って形成してあるから、前記光と導光板４の傾斜面４ｅとなす角度を全反射する角度よ
りも大とすることができ、ＬＥＤモジュール２からの光の一部が、導光板４の外縁部に設
けた傾斜面４ｅから照明装置１００の外部へ出射することになる。
【００６２】
　図８に示すように、天井１１０に照明装置１００を取付けたとき、傾斜面４ｅから出射
した光は、天井面１１０ａ、部屋の壁面等を照らす。このように、天井面１１０ａ、壁面
等を照らすことにより、照明装置１００の全光束が低い場合においても、使用者に部屋全
体を明るく感じさせることができる。照明装置１００の全光束が低い場合においても、使
用者に部屋全体を明るく感じさせることが可能であるから、用いるＬＥＤの数を低減する
ことができる。ＬＥＤの数を低減することができるから、コストを低減することができる
と共に、消費電力を節約することができる。
【００６３】
　また、光制御部材として導光板４を用いているから、導光板４の板厚方向の照明装置１
００の厚さを薄くして、照明装置１００を薄型化することができ、またコストを低減する
ことができる。
【００６４】
（実施の形態２）
　図９は、実施の形態２に係る照明装置２００の模式的外観図である。図１０は、実施の
形態２に係る照明装置２００における要部の部分拡大断面図である。本実施の形態に係る
照明装置２００においては、実施の形態１の照明装置１００よりも、照明装置２００の上
方への光の出射を増加させるように構成してある。
【００６５】
　装置本体としてのシャーシ１０１は、センタカバー９と略同一の直径を有する円板状で
ある。シャーシ１０１は、円形状の穴を中央に有しており、該穴には電源部６とＬＥＤモ
ジュール２及び制御基板との間を接続する電線６６，６８が挿通される。シャーシ１０１
は、鉄、アルミニウム等の金属製であり、ＬＥＤモジュール２等の発熱体からの熱を放熱
するヒートシンクとしての機能も有している。
【００６６】
　シャーシ１０１と導光板４との間には、実施の形態１の反射シート５に代えて、拡散板
８５が介挿してある。拡散板８５は、実施の形態１の反射シート５と略同一形状であり、
中央にＬＥＤモジュール２の配置形状に合わせた正八角形状の穴を有する円板状である。
拡散板８５には、ネジ用穴がシャーシ１０１のネジ用穴に整合する、換言すると光源保持
部３の取付位置に整合するように設けてある。拡散板８５は、光源保持部３をシャーシ１
０１に取付けるときに、ネジ用穴がシャーシ１０１のネジ用穴に整合するように、予めシ
ャーシ１０１の一面に載置し、ネジにより光源保持部３と共にシャーシ１０１に取付けら
れる。
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【００６７】
　シャーシ１０１は、実施の形態１のシャーシ１と同様に、光源保持部３及びセンタカバ
ー９と締結部材１４により締結してあり、シャーシ１０１及びセンタカバー９間にＬＥＤ
モジュール２が取付けられた光源保持部３、導光板４、拡散板８５、拡散板８等が挟持さ
れて、一体化される。その他の構成は、図７及び図８に示す実施の形態１と同様であるた
め、対応する構成部材に図７及び図８と同一の参照符号を付して、その構成の詳細な説明
を省略する。
【００６８】
　以上のように構成された実施の形態２に係る照明装置２００においても、ＬＥＤモジュ
ール２を照明装置２００の外縁部に設置していないから、実施の形態１に係る照明装置１
００と同様に、シャーシ１０１に作用する力を低減することができ、シャーシ１０１の変
形を抑制して、照明装置２００の信頼性を向上することができる。
【００６９】
　また、実施の形態２に係る照明装置２００においても、照明装置２００の中央部に設け
られたＬＥＤモジュール２から導光板４の外縁部に向けて、換言すると照明装置２００（
シャーシ１０１）の外縁部に向けて、光を出射するように設けてあり、導光板４の一面４
ｃに反射ドット４１を、ＬＥＤモジュール２からの遠近に応じて、ＬＥＤモジュール２か
らの光を乱反射する反射ドット４１の面積が大小となるように設けてあるから、実施の形
態１に係る照明装置１００と同様に、導光板４の中央部から外縁部に亘って略均一な面発
光を行うことができる。
【００７０】
　また、実施の形態２に係る照明装置２００においては、導光板４の外周面４ｂと一面４
ｃとの間にＬＥＤモジュール２の光出射方向と交差する方向に傾斜する傾斜面４ｅを略全
周に亘って形成すると共に、導光板４の一面４ｃの側に拡散板８５を設けている。導光板
４の反射ドット４１により乱反射された光は、図１０に矢符にて示すように、拡散板８に
おいて一部が反射されて導光板４の一面４ｃに入射し、入射した光のうち一面４ｃとなす
角度が大である光の一部は、一面４ｃにおいて反射されずに導光板４の一面４ｃから出射
し、出射した光は、拡散板８５において拡散しつつ照明装置２００の外部へ出射する。
【００７１】
　図９に示すように、天井１１０に照明装置２００を取付けたとき、拡散板８５から出射
した光は、天井面１１０ａを照らすことになる。傾斜面４ｅから出射した光は、実施の形
態１にて述べたように、天井面１１０ａ、部屋の壁面等を照らすことになる。実施の形態
２に係る照明装置２００においては、傾斜面４ｅに加えて、拡散板８５を設けることによ
り、照明装置２００の上方に出射する光の量を増加することができ、天井面１１０ａ、部
屋の壁面等をより明るく照らすことができ、使用者に部屋全体をより明るく感じさせるこ
とができる。
【００７２】
　なお、本実施の形態においては、シャーシ１０１をセンタカバー９と略同一直径にして
あるが、シャーシ１０１の形状及び寸法は、これに限定されない。即ち、導光板４の一面
４ｃのシャーシ１０１により覆われている面積の大小に応じて、照明装置２００の上方に
出射する光の量が減増するから、所望の照明装置の上方及び下方の配光比に応じてシャー
シの形状及び寸法が決定してあればよい。
【００７３】
　また、本実施の形態においては、シャーシ１０１の直径を実施の形態１のシャーシ１の
直径よりも小さくすることにより照明装置２００の上方に出射される光の量を増加させて
あるが、これに限定されず、導光板４の一面４ｃの側の透過率が上方に出射させたい光の
量に応じた透過率になるように構成してあればよい。例えば、シャーシ１０１を上方に出
射させたい光の量に応じた透過率を有する材料製としてもよい。また、導光板４の一面４
ｃに、光を透過する面積を変化させるべく、ルーバーのように開閉する開閉機構を設けて
もよい。この開閉機構として、例えば、電圧を印加することにより形状が変化する材料、
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液晶等を用いてもよいし、機械的に開閉するように構成してもよい。
【００７４】
（実施の形態３）
　図１１は、実施の形態３に係る照明装置３００における要部の部分拡大断面図である。
本実施の形態においては、実施の形態１のシャーシ１と導光板４との間に介挿された反射
シート５に代えて、導光板４の一面４ｃの略全域に亘って反射ドット４１とは異なる材料
製の塗料を印刷等により塗布してなる反射層１０５が導光板４の一面４ｃに形成してある
。なお、反射層１０５は、実施の形態１の反射シート５と同じ機能を有するように適切に
設けてある。
【００７５】
　また、本実施の形態においては、実施の形態１の拡散板８に代えて、導光板４の他面４
ｄの略全域に亘って拡散材を適量含む樹脂をコーティングしてなる拡散層１０８を導光板
４の他面４ｄに形成している。なお、拡散層１０８は、実施の形態１及び２の拡散板８と
同じ機能を有するように適切に設けてある。
【００７６】
　シャーシ１０１は、実施の形態１のシャーシ１と同様に、光源保持部３及びセンタカバ
ー９と締結部材により固定してあり、シャーシ１０１及びセンタカバー９間にＬＥＤモジ
ュール２が取付けられた光源保持部３、導光板４等が挟持されて、一体化される。その他
の構成は、図７に示す実施の形態１と同様であるため、対応する構成部材に図７と同一の
参照符号を付して、その構成の詳細な説明を省略する。
【００７７】
　ところで、実施の形態１及び２に示すように、反射シート、拡散板等を導光板の面に設
ける場合、導光板の中央部の側はシャーシとセンタカバー９とを有してなる保持部材によ
り、所定の締結力にて挟持されるから、反射シート、拡散板等と導光板は密着した状態に
て保持される。一方、導光板の外縁部の側は、前記締結部材により保持される位置と離れ
ているから、反射シート、拡散板等と導光板との間に隙間が生じる虞がある。そこで、反
射シート、拡散板等を導光板の面に密着させるべく、接着剤、固定部材等により、別途固
定することが望ましい。ところが、照明装置の外縁部を留め金等の固定部材を用いて固定
した場合は、留め金等の固定部材の部分が均一に光らない、厚くなって見た目もよくない
等の問題が生じる虞がある。
【００７８】
　本実施の形態においては、導光板４に反射層１０５及び拡散層１０８を印刷、コーティ
ング等により形成してあるから、接着剤、固定部材等により別途固定しなくても、反射層
１０５及び拡散層１０８を導光板４と密着させることができる。この結果、シャーシ１０
１と光源保持部３及びセンタカバー９とを締結部材により締結することにより、照明装置
３００を構成する部材間に隙間を生じさせることなく、構成する部材を保持することがで
きる。
【００７９】
　以上のように構成された実施の形態３に係る照明装置３００においては、実施の形態１
に係る照明装置１００において述べた効果に加えて、接着剤、固定部材等により、別途固
定することなく、照明装置を構成する各部材を密着させた状態にて保持することができ、
照明装置３００の信頼性を向上することができる。
【００８０】
　なお、以上の実施の形態１乃至３に係る照明装置においては、シャーシ及びセンタカバ
ー９により、照明装置の中央部を閉止するように構成してあるが、シャーシ及びセンタカ
バー９の中央部に円形穴を設け、照明装置の外形状が所謂ドーナツ状になるように構成し
てもよい。実施の形態１乃至３の照明装置の如く、天井等の被取付部材から吊具により吊
下げられるタイプの照明装置、所謂ペンダントライトにおいては、中央部が空洞である方
が、使用者に開放感を与えることができ、より好ましい。
【００８１】
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（実施の形態４）
　また、以上の実施の形態においては、天井等の被取付部材から吊具により吊下げられる
タイプの照明装置、所謂ペンダントライトを例に説明したが、天井等の被取付部材に取付
けられるタイプの照明装置、所謂シーリングライトにおいても同様に構成することができ
る。図１２は、実施の形態４に係る照明装置４００の模式的断面図であり、天井等の被取
付部材に取付けられるタイプの照明装置、所謂シーリングライトへの適用例である。実施
の形態４に係る照明装置４００は、実施の形態１に係る照明装置１００のシャーシ、光源
保持部及びセンタカバーにより囲まれる空洞内に、電源部及びアダプタを収容した構成と
なっている。
【００８２】
　装置本体としてのシャーシ２０１は、中央に円形状の穴を有する円板状の基部２１１と
、該基部２１１の外縁部に交差する方向に連設され、前記基部２１１に平行な幅広の環状
を有する環状部２１２とを備えている。シャーシ２０１は、鉄、アルミニウム等の金属製
であり、光源等の発熱体からの熱を放熱するヒートシンクとしての機能も有している。
【００８３】
　シャーシ２０１の基部２１１の円形状の穴には、アダプタ１６が取付けてある。アダプ
タ１６は、天井１１０等の被取付部材に設けられた引掛シーリングボディ等の被取付体の
係合穴に引掛刃を係合させることにより、電気的、機械的に被取付体に接続される。この
アダプタ１６にシャーシ２０１を取付けることにより、アダプタ１６が被取付体に接続し
て取付けられると同時にシャーシ２０１が被取付部材である天井１１０に取付けられるこ
とになる。
【００８４】
　図１３は、実施の形態４に係る照明装置４００の主要部の配置を示す図である。シャー
シ２０１の基部２１１には、光源であるＬＥＤモジュール２が光源保持部３を介してアダ
プタ１６の周囲を径方向に囲むように取付けてある。
【００８５】
シャーシ２０１の環状部２１２には、ＬＥＤモジュール２から出射された光の向きを制御
する光制御部材としての導光板４が設けてある。シャーシ２０１と導光板４との間には、
反射シート５が介挿してある。
【００８６】
　光源保持部３に包囲されるシャーシ２０１の基部２１１には、Ｃ字状の電源基板と、該
電源基板に実装され、交流電源（ＡＣ電源）から供給された電流を整流する整流回路、整
流された電圧を所定の電圧に変換するトランス等の電子部品とを有する電源部６が電源基
板支持部を介して設けてある。
【００８７】
　光源保持部３に包囲されるシャーシ２０１の基部２１１の電源部６のアダプタ１６に関
して反対側には、矩形板状の制御基板７が制御基板支持部を介して設けてある。制御基板
７には、制御用のマイクロコンピュータ、調光回路部品等の電子部品（図示せず）が実装
してある。
【００８８】
　電源部６は、ＬＥＤモジュール２と電線６６を介して電気的に接続してある。ＬＥＤモ
ジュール２間はジャンパケーブルとしての電線６９により電気的に接続してある。また、
電源部６は、制御基板７と電線６８を介して電気的に接続してある。
【００８９】
　シャーシ２０１の基部２１１と光源保持部３により形成される空洞内に制御部６及び制
御基板７が収容され、前記空洞は基板カバー６０により閉止される。基板カバー６０は、
中央に円形状の穴を有する円板状の蓋部と、該蓋部に平行をなして連設された環状部とを
有している。
【００９０】
　以上のように、ＬＥＤモジュール２、電源部６、制御基板７及び基板カバー６０が取付
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けられたシャーシ２０１には、センタカバー９が取付けてある。その他の構成は、図４及
び図５に示す実施の形態１と同様であるため、対応する構成部材に図４及び図５と同一の
参照符号を付して、その構成の詳細な説明を省略する。
【００９１】
　以上のように構成された実施の形態４に係る照明装置４００においても、実施の形態１
に係る照明装置１００と同様の効果が得られる。
【００９２】
　以上の実施の形態のＬＥＤモジュール２は、図６に示すように、色温度の異なる昼光色
ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３を、該昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３の発光部
が略一直線上に位置するように、ＬＥＤ基板２１の長辺に沿って列状に実装してあるが、
適用可能なＬＥＤモジュールはこれに限定されず、例えば、色温度の異なる光源（昼光色
ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３）を並列に配してもよい。図１４は、本発明において適
用可能な他のＬＥＤモジュール１０２の例を示す模式図である。
【００９３】
　ＬＥＤモジュール１０２は、図１４に示すように、矩形板状のＬＥＤ基板１２１と、該
ＬＥＤ基板１２１の長辺に沿って列状に実装され、昼光色の光を発する複数の昼光色ＬＥ
Ｄ２２と、該昼光色ＬＥＤ２２に平行にＬＥＤ基板１２１の長辺に沿って列状に実装され
、電球色の光を発する複数の電球色ＬＥＤ２３とを備えてなる。ＬＥＤ基板１２１は、鉄
、アルミニウム等の金属製であり、昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３からの熱を光
源保持部３に伝導する熱伝導体を兼ねている。なお、ＬＥＤ基板１２１は、昼光色ＬＥＤ
２２及び電球色ＬＥＤ２３の樹脂と熱膨張率が近い鉄製であることがより望ましい。
【００９４】
　複数の昼光色ＬＥＤ２２を直列接続する電源供給用の回路パターン（図示せず）の両端
には、第１の接続部２５が設けてある。同様に、複数の電球色ＬＥＤ２３を直列接続する
電源供給用の回路パターン（図示せず）の両端には、第２の接続部２４が設けてある。こ
れら複数のＬＥＤモジュール１０２間の接続は、ＬＥＤモジュール２と同様に、第１の接
続部２５同士、及び第２の接続部２４同士をジャンパケーブルである電線６９を各接続部
２４，２５に半田付等により接続することにより行う。
【００９５】
　ＬＥＤモジュール１０２の如く、色温度の異なる光源（昼光色ＬＥＤ２２及び電球色Ｌ
ＥＤ２３）を並列に配する場合、ＬＥＤモジュール１０２からの光が導光板に効率良く入
射するように、工夫する必要がある。導光板の板厚をＬＥＤの配置に応じて厚くすること
がまず考えられるが、導光板を均一に厚くすると照明装置が重くなると共に、美観を損な
う虞がある。
【００９６】
　そこで、例えば、導光板の板厚は変えずに、ＬＥＤの発光部に近接させて集光レンズを
設けて、導光板の周面にＬＥＤからの光を集光させる方法、導光板の板厚は変えずに、一
方のＬＥＤ（例えば昼光色ＬＥＤ２２）の光軸と導光板の厚み方向の中央が一致するよう
に設けて、他方のＬＥＤ（電球色ＬＥＤ２３）からの光を反射して導光板の周面に入射さ
せる反射部材を別途設ける方法、導光板の板厚は変えずに、ＬＥＤを導光板に向けて傾斜
させてＬＥＤからの光が導光板の周面に入射しやすくする方法、ＬＥＤモジュール１０２
からの光が入射しやすいように導光板の形状を工夫する方法等がある。
【００９７】
　図１５及び図１６は、本発明において適用可能な他の導光板の例を示す模式図である。
図１５及び図１６に示す導光板は、ＬＥＤモジュール１０２からの遠近に応じて、肉厚が
減増となるように形成してあり、ＬＥＤモジュール１０２に近いほうの肉厚をＬＥＤモジ
ュール１０２の昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３の発光部間の間隔よりも厚くする
ことにより、ＬＥＤモジュール１０２からの光が入射しやすいように構成してある。
【００９８】
　図１５に示す導光板１０４は、中央にＬＥＤモジュール１０２の配置形状に合わせた正
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八角形状の穴を有する円板状である。導光板１０４は、ＬＥＤモジュール１０２のＬＥＤ
基板１２１と平行をなす前記穴の周面１０４ａと、該周面１０４ａに平行な外周面１０４
ｂと、周面１０４ａ及び外周面１０４ｂを連結する一面１０４ｃ及び他面１０４ｄとを有
してなる。この導光板１０４は、導光板１０４の一面１０４ｃを外向きに傾斜させること
により、中央部から外縁部に向けて連続的に肉厚が薄くなるように形成してある。
【００９９】
　図１６に示す導光板２０４は、中央にＬＥＤモジュール１０２の配置形状に合わせた正
八角形状の穴を有する円板状である。導光板２０４は、ＬＥＤモジュール１０２のＬＥＤ
基板１２１と平行をなす前記穴の周面２０４ａと、該周面２０４ａに平行な外周面２０４
ｂと、周面２０４ａ及び外周面２０４ｂを連結する一面２０４ｃ及び他面２０４ｄとを有
してなる。この導光板２０４は、中央部から外縁部に向けて導光板２０４の一面２０４ｃ
及び他面２０４ｄを互いに近接する方向に傾斜させることにより、中央部から外縁部に向
けて連続的に肉厚が薄くなるように形成してある。
【０１００】
　これらの導光板１０４，２０４は、一面１０４ｃ，２０４ｃの側がシャーシの側になる
ように、シャーシに取付けてある。なお、導光板の一面１０４ｃ，２０４ｃには、反射ド
ットが形成してある。
【０１０１】
　以上のように、ＬＥＤモジュール１０２からの遠近に応じて、肉厚が減増となるように
導光板１０４，２０４を形成してあり、ＬＥＤモジュール１０２が対向配置され、該ＬＥ
Ｄモジュール１０２からの光が入射する導光板１０４，２０４の周面１０４ａ，２０４ａ
の側の肉厚をＬＥＤモジュール１０２の昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３の発光部
間の間隔よりも厚くなるようにしてあるから、導光板１０４，２０４に入射しない光の量
を低減することができ、照明装置全体としての光利用効率、いわゆる装置効率を向上する
ことができる。
【０１０２】
　また、色温度の異なる光源（昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３）を並列に配して
いるから、一列に配置するよりも、隣接するＬＥＤ間の間隔を確保することができ、ＬＥ
Ｄが発する熱を、光源保持部３を介してシャーシに伝達することが容易となる。そして、
隣接するＬＥＤ間の間隔を適長確保しつつ、ＬＥＤモジュールを配置するシャーシの径方
向位置を照明装置の中央に近づけて、発光しない領域をせまくすることができるから、発
光する領域を広くとることが可能となる。
【０１０３】
　また、これらの導光板１０４，２０４は、ＬＥＤモジュール２に対しても用いることが
できる。ＬＥＤモジュールからの遠近に応じて、肉厚が減増となるように導光板を形成す
ることにより、ＬＥＤモジュールから出射されて導光板の周面から入射した光と導光板の
一面及び／又は他面とがなす角度が、導光板の径方向位置に応じて異なることになるから
、拡散板を用いずに照明装置から出射される配光を広げることが可能となる。
【０１０４】
　例えば、導光板２０４を用いた場合、導光板２０４の中央部の側においては、入射した
光と導光板２０４の一面２０４ｃ及び／又は他面２０４ｄとがなす角度は小さくなるから
、全反射される光が多くなる。一方、導光板２０４の外縁部の側においては、入射した光
と導光板２０４の一面２０４ｃ及び／又は他面２０４ｄとがなす角度は大きくなるから、
全反射されずに透過する光が多くなる。そして、ＬＥＤモジュールから出射された光の強
度は、ＬＥＤモジュールからの遠近に応じて低高となり、一面２０４ｃには、光を乱反射
する反射ドットが設けてあるから、該反射ドットの面積及び／数を適切に設定することに
より、導光板２０４の一面２０４ｃにおいて乱反射して一面２０４ｃ及び／又は他面２０
４ｄから出射する光束を、導光板２０４の略全域に亘って略等しくすることが可能となり
、略均一な面発光を行うことができる。
【０１０５】
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　また、以上の実施の形態においては、矩形板状のＬＥＤ基板を用いているが、フレキシ
ブル基板を用いてもよい。図１７及び図１８は、本発明において適用可能なフレキシブル
基板２２１の説明図である。
【０１０６】
　フレキシブル基板２２１は、図１７に示すように、屈曲性がある矩形状のシート状であ
る。フレキシブル基板２２１は、ＬＥＤが取付けられる矩形状のＬＥＤ取付領域を複数有
しており、長手方向の一端には、電源部６に接続される接続部２６を備えている。各ＬＥ
Ｄ取付領域には、前述したＬＥＤ基板２１，１２１と同様に、昼光色ＬＥＤ２２及び電球
色ＬＥＤ２３が実装してある。なお、フレキシブル基板２２１は、本実施の形態において
は、図１７に示すように、４つのＬＥＤ取付領域を有しており、前述した照明装置に適用
する場合は、このフレキシブル基板２２１を２つ用いる。
【０１０７】
　昼光色ＬＥＤ２２及び電球色ＬＥＤ２３が実装されたフレキシブル基板２２１は、図１
８に示すように、略正八角形に配置された光源保持部３（図においては略正八角形の半分
のみ示している）に沿って折り曲げた状態にて、光源保持部３に接着してある。フレキシ
ブル基板２２１を用いた場合、ネジ等による固定領域が不要となるから、隣接するＬＥＤ
間の間隔を確保することができ、ＬＥＤが発する熱を、光源保持部３を介してシャーシに
伝達することが容易となる。
【０１０８】
　また、フレキシブル基板２２１を用いることにより、ＬＥＤモジュールを円形状の環状
（円環状）に配することも容易となり、隣接するＬＥＤの間隔を略同一にすることができ
、発光ムラが生じることを低減することができる。
【０１０９】
　なお、以上の実施の形態においては、導光板の中央にＬＥＤモジュールの配置形状に合
わせた正八角形状の穴として貫通穴を設けているが、前記穴は貫通穴でなくてもよく、例
えば、凹部であってもよい。前記穴は、ＬＥＤモジュールが導光板の外縁部に向けて光を
出射することが可能なように、対向配置する周面を有するように形成してあればよい。
【０１１０】
　また、以上の実施の形態においては、シャーシが、ＬＥＤモジュール、光源保持部、導
光板、反射シート、拡散板等を保持する保持部材としての機能と、ＬＥＤモジュール等の
発熱体からの熱を放散するヒートシンクとしての機能を兼ねているが、保持部材とヒート
シンクとを別体に設けてもよい。
【０１１１】
　また、以上の実施の形態においては、反射部として反射ドットを設けているが、これに
限定されず、光を乱反射可能に構成してあればよい。例えば、リング状の溝を導光板に同
心をなして設けて、該溝の溝幅及び／又は深さを光源からの遠近に応じて変化させるよう
にしてもよい。また、反射ドットに代えて、半球状の凹部を設けてもよい。
【０１１２】
　また、以上の実施の形態においては、光源からの光の向きを制御する光制御部材として
導光板を用いているが、これに限定されず、レンズ、反射部材等でもよい。以下、導光板
以外の光制御部材を用いた例について説明する。
（実施の形態５）
　図１９は、実施の形態５に係る照明装置５００の模式的外観斜視図である。図２０は、
実施の形態５に係る照明装置５００の模式的分解斜視図である。図２１は、実施の形態５
に係る照明装置５００の模式的断面図である。図２２は、実施の形態５に係る照明装置５
００の中央部の模式的断面図であり、図２１の部分拡大図である。
【０１１３】
　図において５０１は、後述する光源を保持する装置本体としてのシャーシである。シャ
ーシ５０１は、中央に円形状の穴を有する円板状の基部５１１と、該基部５１１の外縁部
に交差する方向に連設された連設部５１２と、該連設部５１２の外縁部に連設され、前記
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基部５１１に平行な幅広の環状を有する環状部５１３と、該環状部５１３に立設された周
壁部５１４とを備えている。シャーシ５０１は、鉄、アルミニウム等の金属製であり、光
源等の発熱体からの熱を放熱するヒートシンクとしての機能も有している。
【０１１４】
　シャーシ５０１の基部５１１の取付穴には、アダプタ５１６が取付けられる。アダプタ
５１６は、扁平な円柱形状を有しており、一端側に、被取付部材に設けられた引掛シーリ
ングボディ等の被取付体の係合穴に係合する引掛刃と、電源部に接続されるコネクタとを
有している。アダプタ５１６は、前記被取付体の係合穴に引掛刃を係合させることにより
、電気的、機械的に被取付体に接続される。このアダプタ５１６にシャーシ５０１を取付
けることにより、アダプタ５１６が被取付体に接続して取付けられると同時にシャーシ５
０１が被取付部材である天井に取付けられることになる。アダプタ５１６は、それ自体公
知であるので、詳細な説明は省略する。
【０１１５】
　シャーシ５０１の基部５１１の一面５１１ａには、光源であるＬＥＤモジュール５０２
が光源保持部５０３を介してアダプタ５１６の周囲を径方向に囲むように取付けてある。
図２３は、実施の形態５に係る照明装置５００の主要部の配置を示す図である。図２４は
、実施の形態５に係る照明装置５００のＬＥＤモジュール５０２の模式図である。
【０１１６】
　ＬＥＤモジュール５０２は、図２４に示すように、矩形板状のＬＥＤ基板５２１と、該
ＬＥＤ基板５２１の長辺に沿って列状に実装され、昼光色の光を発する複数の昼光色ＬＥ
Ｄ５２２と、該昼光色ＬＥＤ５２２に平行にＬＥＤ基板５２１の長辺に沿って列状に実装
され、電球色の光を発する複数の電球色ＬＥＤ５２３とを備えてなる。昼光色ＬＥＤ５２
２及び電球色ＬＥＤ５２３は、例えば、ＬＥＤ素子と、該ＬＥＤ素子を封止し、蛍光体が
分散された封止樹脂と、入力端子及び出力端子とを備えてなる表面実装型ＬＥＤである。
ＬＥＤ基板５２１は、鉄、アルミニウム等の金属製であり、昼光色ＬＥＤ５２２及び電球
色ＬＥＤ５２３からの熱を光源保持部５０３に伝導する熱伝導体を兼ねている。なお、Ｌ
ＥＤ基板５２１は、昼光色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の樹脂と熱膨張率が近い
鉄製であることがより望ましい。
【０１１７】
　また、本実施の形態においては、昼光色ＬＥＤ５２２は隣接する昼光色ＬＥＤ５２２間
の間隔が略同一になるようにＬＥＤ基板５２１に配してあるが、ＬＥＤ基板５２１の長手
方向の中央から端に向けて隣接する昼光色ＬＥＤ５２２間の間隔が徐々に密になるように
配してあることがより望ましい。電球色ＬＥＤ５２３についても同様である。これは、本
実施の形態の如く、複数のＬＥＤモジュール５０２を多角形状に配する場合において、隣
接するＬＥＤモジュール５０２間の境界部分が暗くなることを防止して、周方向位置に応
じて輝度の差が生じないように、ＬＥＤモジュール５０２からの光をより均一に出射する
ためである。なお、フレキシブル基板等を用いてＬＥＤモジュールを円形状の環状（円環
状）に配する場合は、本実施の形態の如く、隣接するＬＥＤの間隔が略同一になるように
配してある方が望ましい。
【０１１８】
　断面コの字形状の光源保持部５０３は、ＬＥＤモジュール５０２が取付けられる矩形板
状の保持板部５３２と、該保持板部５３２の長辺側の一側に立設され、シャーシ５０１の
基部５１１に固定される固定部５３１と、保持板部５３２の長辺側の他側（固定部５３１
の反対側）に固定部５３１に対向して平行に設けられ、後述する電源部を覆う電源カバー
としてのセンタカバーを保持する保持部５３３と、後述する電源基板を保持する係合爪５
３４と、後述する制御基板を保持する係合爪５３５とを備えている。保持板部５３２には
、ＬＥＤモジュール５０２がＬＥＤ基板５２１の長手方向が保持板部５３２の長手方向に
なるように、かつ昼光色ＬＥＤ５２２が保持部５３３の側（シャーシ５０１に取付けた状
態において、反射シート５０４から遠い側）になるように、ＬＥＤ基板５２１の非実装面
（昼光色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３が実装された面と反対側の面）にて固定し
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てある。光源保持部５０３は、アルミニウム等の金属製であり、発熱体であるＬＥＤモジ
ュール５０２からの熱を、ヒートシンクを兼ねるシャーシ５０１に伝導する熱伝導体を兼
ねている。
【０１１９】
　光源保持部５０３は、保持板部５３２のＬＥＤモジュール５０２が取付けられた面をシ
ャーシ５０１の外縁部に向けて、保持板部５３２が正八角形状の周壁を形成するように、
シャーシ５０１の基部５１１に周方向に略等配をなして固定部５３１にて固定してある。
なお、隣接する光源保持部５０３間は、ネジ等により固定して連結してある。このように
光源保持部５０３をシャーシ５０１に取付けることにより、ＬＥＤモジュール５０２は、
ＬＥＤ基板５２１がシャーシ５０１の径方向に略直交するように保持されることになり、
図２３に示すように、正八角形状にシャーシ５０１に配される。ＬＥＤモジュール５０２
を点灯したときに、ＬＥＤモジュール５０２からの光は、シャーシ５０１の基部５１１の
中央部から外縁部の方向に放射状に出射されることになる。
【０１２０】
　シャーシ５０１には、ＬＥＤモジュール５０２からの光を反射する反射部としての反射
シート５０４が設けてある。反射シート５０４は、中央にＬＥＤモジュール５０２の配置
形状に合わせた八角形状の穴を有する円板部５４１と、該円板部５４１の外周縁に立設さ
れた周壁部５４２とを有している。円板部５４１は、中央部から外縁部に向けて緩やかに
一面５４１ａの側が凹状になるように湾曲させてある。反射シート５０４は、樹脂製であ
り、乱反射しやすいように表面加工が施してある。この反射シート５０４は、凸側、換言
すると一面５４１ａの反対側の面がシャーシ５０１の側になるようにシャーシ５０１に取
付けてある。この取付状態において、反射シート５０４の周壁部５４２は、ＬＥＤモジュ
ール５０２と離隔して対向することになり、周壁部５４２の内周面５４２ａがＬＥＤモジ
ュール５０２の光出射方向に離隔して対向する反射面となる。
【０１２１】
　光源保持部５０３の保持部５３３の内面には、ＬＥＤモジュール５０２からの光を反射
シート５０４の側に反射する他の反射部としての天板反射シート５０５が設けてある。天
板反射シート５０５は、中央にＬＥＤモジュール５０２の配置形状に合わせた八角形状の
穴を有する円板状の樹脂製であり、乱反射しやすいように表面加工が施してある。この天
板反射シート５０５は、光源保持部５０３の保持部５３３の内面に固定することにより、
反射シート５０４のＬＥＤモジュール５０２に関して反対側に取付けられる。
【０１２２】
　光源保持部５０３に包囲されるシャーシ５０１の基部５１１には、Ｃ字状の電源基板５
６１と、該電源基板５６１に実装され、交流電源（ＡＣ電源）から供給された電流を整流
する整流回路、整流された電圧を所定の電圧に変換するトランス等の電子部品５６２とを
有する電源部５０６が電源基板支持部５６３を介して設けてある。電源基板支持部５６３
は、平面視半環状を有し、シャーシ５０１の基部５１１の取付穴の周縁部に取付けてある
。電源基板支持部５６３の内面にはアダプタ５１６と係合する係合凹部５６３ａが形成し
てある。電源基板支持部５６３の外面には、電源部５０６の電源基板５６１を挟持する挟
持部５６３ｂが設けてある。電源部５０６は、電源基板５６１を光源保持部５０３の係合
爪５３４と電源基板支持部５６３の挟持部５６３ｂによって挟持されることにより、シャ
ーシ５０１の基部５１１に保持してある。電源部５０６とシャーシ５０１の基部５１１の
間には、絶縁シート５６４が光源保持部５０３及び電源基板支持部５６３により保持して
ある。
【０１２３】
　光源保持部５０３に包囲されるシャーシ５０１の基部５１１の電源部５０６のアダプタ
５１６に関して反対側には、矩形板状の制御基板５０７が制御基板支持部５７３を介して
設けてある。制御基板５０７には、制御用のマイクロコンピュータ、調光回路部品等の電
子部品（図示せず）が実装してある。制御基板支持部５７３は、内面にアダプタ５１６と
係合する係合凹部５７３ａと、外面に制御基板５０７を支持する円筒状の支持筒５７３ｂ
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とを有している。この制御基板５０７は、該制御基板５０７を光源保持部５０３の係合爪
５３５と制御基板支持部５７３の支持筒５７３ｂによって支持されることにより、シャー
シ５０１の基部５１１に保持してある。なお、制御基板５０７には、リモートコントロー
ラからの信号を受信する受信部５７５が取付けてある。
【０１２４】
　以上のように、正八角形状の周壁を形成するように連結された光源保持部５０３と電源
基板支持部５６３及び制御基板支持部５７３に、電源部５０６及び制御基板５０７を取付
けることにより、ＬＥＤモジュール５０２と電源部５０６及び制御基板５０７を一体化す
ることができ、コンパクトなユニット化が可能になっている。
【０１２５】
　電源部５０６は、ＬＥＤモジュール５０２と電線５６６、５６７を介して電気的に接続
してある。ＬＥＤモジュール間はジャンパケーブルとしての電線５６９により電気的に接
続してある。また、電源部５０６は、制御基板５０７と電線５６８を介して電気的に接続
してある。
【０１２６】
　シャーシ５０１の基部５１１と光源保持部５０３により形成される空洞内に制御部５０
６及び制御基板５０７が収容され、前記空洞は基板カバー５６０により閉止される。基板
カバー５６０は、中央に円形状の穴を有する円板状の蓋部５６０ａと、該蓋部５６０ａの
内縁部に立設される周壁部５６０ｂと、該周壁部５６０ｂの蓋部５６０ａの反対側から該
蓋部５６０ａに平行をなして連設された環状部５６０ｃとを有している。基板カバー５６
０は、環状部５６０ｃを電源基板支持部５６３及び制御基板支持部５７３に載置し、蓋部
５６０ａの外縁部を光源保持部５０３の保持部５３３にネジ等により固定してある。
【０１２７】
　以上のように、ＬＥＤモジュール５０２、電源部５０６、制御基板５０７及び基板カバ
ー５６０が取付けられたシャーシ５０１には、ＬＥＤモジュール５０２及び反射シート５
０４を覆う光拡散性を有するリングカバー５０８が設けてある。リングカバー５０８は、
中央に円形状の穴を有する円板状の環状部５８１と、該環状部５８１の外周縁に立設され
た周壁部５８２とを有してなる。リングカバー５０８は、周壁部５８２にてシャーシ５０
１の周壁部５１４に取付けてある。このようにリングカバー５０８、光源保持部５０３及
びシャーシ５０１により形成される空洞内に光源であるＬＥＤモジュール５０２が収容さ
れることになるから、ＬＥＤモジュール５０２部分のみを密閉することが可能となる。
【０１２８】
　リングカバー５０８の環状部５８１の内周縁部には、円板状の電源カバーとしてのセン
タカバー５０９が着脱可能に取付けてある。センタカバー５０９は、環状の透光部５９１
と、該透光部５９１の内周縁に設けられ、不透光性の覆部５９２とを備えている。なお、
覆部５９２には、リモートコントローラからの信号を受信すべく円形状の穴が設けてあり
、該円形状の穴には、カバー５９０が嵌合してある。
【０１２９】
　以上のように組立てられた照明装置本体を、シャーシ５０１の基部５１１の他面５１１
ｂの側が被取付部材の側になるように、アダプタ５１６に取付け、アダプタ５１６のコネ
クタと電源部５０６に接続されたコネクタとを接続した後、センタカバー５０９を照明装
置本体に取付ける。なお、照明装置本体の天井等の被取付部材への取付け及び取外しは、
このセンタカバー５０９を取外すことにより行うことができ、リングカバー５０８等を取
外す必要がないから光源部分の密閉は維持される。
【０１３０】
　実施の形態５係る照明装置５００においては、ＬＥＤモジュール５０２をシャーシ５０
１（照明装置）の外縁部に設置していないから、天井等の被取付部材への取付位置である
シャーシ５０１の中央からのＬＥＤモジュール５０２の距離を短くすることができ、ＬＥ
Ｄモジュール５０２をシャーシ５０１の外縁部に設置する場合と比較して、シャーシ５０
１に作用するモーメントを低減することができるから、シャーシ５０１の変形を抑制する
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ことができ、照明装置５００の信頼性を向上することができる。シャーシ５０１の中央部
に電源部５０６を配しているから、電源部５０６、電源部５０６及びＬＥＤモジュール５
０２を接続する電線等をシャーシ５０１の中央部の側に集中させることができ、シャーシ
５０１に作用するモーメントを更に低減することができ、シャーシ５０１の変形を抑制し
て照明装置５００の信頼性を向上することができる。
【０１３１】
　被取付部材に取付けられた照明装置５００は、アダプタ５１６及び引掛シーリングボデ
ィ等の被取付体を介して電源部５０６がＡＣ電源に接続される。この状態にて、電源を投
入したとき、交流電流が電源部５０６に供給され、電源部５０６から所定の電圧及び電流
の電力がＬＥＤモジュール５０２に供給され、昼光色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２
３を有するＬＥＤモジュール５０２が点灯する。
【０１３２】
　照明装置５００においては、照明装置５００の中央部から外縁部の方向に、換言すると
シャーシ５０１の中央部から外縁部の方向にＬＥＤモジュール５０２から光を出射し、反
射シート５０４又は天板反射シート５０５に入射した光を反射シート５０４又は天板反射
シート５０５において反射して、主としてＬＥＤモジュール５０２の光出射方向と交差す
る方向（天井１１０の天井面１１０ａに交差する方向）に照射する。図２５乃至図２７は
、実施の形態５に係る照明装置５００におけるＬＥＤモジュール５０２からの光の反射の
説明図である。
【０１３３】
　ＬＥＤモジュール５０２から出射された光の一部は、図２５中に矢符にて示すように、
反射シート５０４の円板部５４１の一面５４１ａにおいて鏡面反射される。ＬＥＤモジュ
ール５０２から出射された光の他の一部は、ＬＥＤモジュール５０２の光出射方向に離隔
して対向する反射シート５０４の周壁部５４２の内周面５４２ａに略直角をなして入射し
、内周面５４２ａにおいて乱反射、即ち多方向に反射される。反射シート５０４の周壁部
５４２の内周面５４２ａにおいて乱反射された光の一部は、反射シート５０４の一面５４
１ａに入射し、該一面５４１ａにおいて更に反射され、他の部分は反射シート５０４に入
射することなく、リングカバー５０８の内面５８１ａに入射して、リングカバー５０８内
部において拡散しつつリングカバー５０８の外面５８１ｂから照明装置５００の外部に出
射する。
【０１３４】
　なお、反射シート５０４の周壁部５４２は、図２６に示すように、ＬＥＤモジュール５
０２の昼白色ＬＥＤ５２２の光軸よりも所定高さ（Ｈ）高くしてある。この所定高さ（Ｈ
）はＬＥＤモジュール５０２の配光特性に応じて、天井面１１０ａに交差する方向（室内
の生活空間）に向けて照明装置５００から光が十分照射されるように、適切に設定してあ
る。
【０１３５】
　以上のように、ＬＥＤモジュール５０２の光出射方向を、照明装置５００の中央部から
外縁部の方向、換言するとシャーシ５０１の中央部から外縁部の方向にして、照明装置５
００の照射方向がＬＥＤモジュール５０２の光出射方向と交差する方向としているから、
ＬＥＤモジュール５０２から出射された光のうち、リングカバー５０８に直接入射して照
明装置５００の外部へ出射する光を少なくすることができ、ＬＥＤモジュール５０２から
の直接光が使用者の目に入ることを低減することができ、グレアを低減することができる
。
【０１３６】
　反射シート５０４及び天板反射シート５０５等の反射部材を設けていない場合、照明装
置は、中央部から外縁部に向けて段階的に暗くなるところ、本実施の形態の如く、反射シ
ート５０４を設けることにより、ＬＥＤモジュール５０２からの光を反射シート５０４に
おいて多方向に反射させることができ、照明装置５００の外縁部及び中央部を明るくする
ことができ、照度ムラの少ない略均一な照明光を得ることができる。
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【０１３７】
　また、ＬＥＤモジュール５０２から出射された光の一部は、図２５中に矢符にて示すよ
うに、天板反射シート５０５において反射される。ＬＥＤモジュール５０２の近傍からＬ
ＥＤモジュール５０２の直接光が照明装置５００の外部へ出射することを防止することが
でき、グレアを更に低減することができる。そして、ＬＥＤモジュール５０２からの距離
の長／短に応じて光強度が低／高となるから、ＬＥＤモジュール５０２の近傍からＬＥＤ
モジュール５０２の直接光が照明装置５００の外部へ出射することを防止することにより
、光強度の高い光が照明装置５００の外部へ出射されることを防止することができ、照度
ムラを更に低減して略均一な照明光を得ることができる。
【０１３８】
　そして、本実施の形態においては、色温度の高い光源である昼光色ＬＥＤ５２２が色温
度の低い光源である電球色ＬＥＤ５２３よりも反射シート４から遠い側に配してあるから
、電球色ＬＥＤ５２３よりも目立ちやすい昼光色ＬＥＤ５２２からの光が、ＬＥＤモジュ
ール５０２の近傍において反射シート５０４により反射されて照明装置５００の外部に出
射する量を少なくすることができる。光強度の高い昼光色の光が出射されることを低減す
ることができるから、グレアを更に低減すると共に、照度ムラを更に低減して略均一な照
明光を得ることができる。
【０１３９】
　また、本実施の形態においては、図２６に示すように、反射シート５０４の外縁部側の
端部とリングカバー５０８との間に光が通過する空間（隙間）を設け、さらに、ＬＥＤモ
ジュール５０２及び反射シート５０４を覆う光拡散性を有するリングカバー５０８の外縁
部、より詳細にはリングカバー５０８の環状部５８１と、該環状部５８１の外周縁に立設
された周壁部５８２との間の連結部に、昼光色ＬＥＤ５２２の光軸となす角度が所定角θ
１となるように、反射シート５０４に向けて傾斜させてある傾斜部５８３を設けている。
なお、所定角θ１は、傾斜部５８３に入射したＬＥＤモジュール５０２からの光が鏡面反
射（θ２＝θ１）になるように適切に設定してあり、例えば、３０°にしてある。ＬＥＤ
モジュール５０２からの光の一部が、リングカバー５０８の傾斜部５８３において鏡面反
射され、天井１１０の天井面１１０ａに向けて出射されることになる。この結果、照明装
置５００の外縁部と天井１００との境界部分が目立たなくなり、柔らかい照明光を得るこ
とができる。なお、傾斜部５８３は、本実施の形態の如く湾曲させてもよいし、斜面とし
てもよい。
【０１４０】
　また、本実施の形態においては、シャーシ５０１の中央部に設けた電源部５０６を覆う
電源カバーとしてのセンタカバー５０９の周縁部を、環状の透光部５９１としている。な
お、センタカバー５０９の透光部５９１は、天板反射シート５０５よりも外径が大きくな
るようにしてある。ＬＥＤモジュール５０２からの光の一部は、図２７に示すように、セ
ンタカバー５０９の周縁部である透光部５９１に入射角が大の状態にて入射し、該透光部
５９１において乱反射、即ち多方向に反射する。透光部５９１において乱反射した光の一
部は、リングカバー５０８において更に反射して、照明装置５００の外部に出射する。こ
のように、ＬＥＤモジュール５０２からの光の一部がセンタカバー５０９の周縁部におい
て多方向に向けて出射するから、センタカバー５０９とリングカバー５０８の境界部分を
目立たなくすることができる。
【０１４１】
　本実施の形態においては、複数のＬＥＤモジュール５０２の昼光色ＬＥＤ５２２及び電
球色ＬＥＤ５２３のうち少なくとも一つを独立的に点灯して、常夜灯として用いることが
可能なように構成してある。図２８は、実施の形態５に係る照明装置における常夜灯の説
明図であり、特定のＬＥＤモジュール５０２の電球色ＬＥＤ５２３部分の模式的回路図で
ある。図２８に示すように、複数の電球色ＬＥＤ５２３が直列接続されたＬＥＤ列に対し
て電線５６６により電源部５０６から電力が供給され、複数の電球色ＬＥＤ５２３のうち
一つに対して電線５６７により電源部５０６から独立的に電力が供給可能なようにしてあ
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る。このように少なくとも一つの電球色ＬＥＤ５２３を独立的に点灯することが可能であ
るから、常夜灯を別途設ける必要がなく、部品点数を低減することができる。
【０１４２】
　なお、本実施の形態においては、複数個のＬＥＤモジュール５０２に実装された電球色
ＬＥＤ５２３を独立的に点灯可能なようにしてあり、複数個の電球色ＬＥＤ５２３が常夜
灯として用いられるようにしてあるが、常夜灯は１つでもよい。また、常夜灯として、電
球色ＬＥＤ５２３を用いているが、これに代えて又は加えて昼光色ＬＥＤ５２２を用いて
もよい。
【０１４３】
　本実施の形態においては、光源にＬＥＤを用いている。指向性が強いＬＥＤにおいても
、前述した反射シート５０４を設けることにより、ＬＥＤモジュール５０２からの光が多
方向に反射されるから、照度ムラの少ない略均一な照明光を得ることができる。
【０１４４】
（実施の形態６）
　図２９は、実施の形態６に係る照明装置６００の模式的断面図である。図３０は、実施
の形態６に係る照明装置６００の模式的部分拡大断面図であり、実施の形態６に係る照明
装置６００におけるＬＥＤモジュール５０２からの光の反射の説明図である。本実施の形
態においては、実施の形態５の照明装置５００とは、反射シート６０４の形状を異ならせ
ており、反射シート６０４の形状に応じて、天板反射シート６０５、シャーシ６０１及び
リングカバー６０８の形状が異なっている。
【０１４５】
　シャーシ６０１は、中央に円形状の穴を有する円板状の基部６１１と、該基部６１１の
外縁部に交差する方向に連設された連設部６１２と、該連設部６１２の外縁部に交差する
方向に連設され、反射シート６０４を保持する環状の保持部６１３とを備えている。シャ
ーシ６０１は、鉄、アルミニウム等の金属製であり、光源等の発熱体からの熱を放熱する
ヒートシンクとしての機能も有している。
【０１４６】
　反射シート６０４は、中央にＬＥＤモジュール５０２の配置形状に合わせた八角形状の
穴を有する円板状を有しており、一面６０４ａの側が凹状になるように湾曲させてある。
より詳細には、反射シート６０４は、反射面である一面６０４ａを、中央部から該中央部
及び外縁部の中間部分に向けて緩やかに外縁部の側に傾斜させ、前記中間部分は平板状に
し、該中間部分から外縁部に向けて緩やかに中央部の側に傾斜させてある。反射シート６
０４は、樹脂製であり、乱反射しやすいように表面加工が施してある。この反射シート６
０４は、凸側、換言すると一面６０４ａの反対側の面がシャーシ６０１の側になるように
シャーシ６０１に取付けてある。
【０１４７】
　天板反射シート６０５は、中央にＬＥＤモジュール５０２の配置形状に合わせた八角形
状の穴を有する円板状の樹脂製であり、乱反射しやすいように表面加工が施してある。天
板反射シート６０５は、反射面の側が凸状になるように、反射面を外向きに傾斜させてあ
る。
【０１４８】
　リングカバー６０８は、中央に円形状の穴を有する円板状の環状部６８１と、該環状部
６８１の外周縁に立設された周壁部６８２とを有してなる。リングカバー６０８は、周壁
部６８２にてシャーシ６０１に取付けてある。その他の構成は、図２１及び図２５に示す
実施の形態５と同様であるため、対応する構成部材に図２１及び図２５と同一の参照符号
を付して、その構成の詳細な説明を省略する。
【０１４９】
　以上のように構成された実施の形態６に係る照明装置６００においても、ＬＥＤモジュ
ール５０２をシャーシ６０１（照明装置）の外縁部に設置していないから、実施の形態５
に係る照明装置５００と同様に、シャーシ６０１に作用するモーメントを低減することが



(24) JP 4975136 B2 2012.7.11

10

20

30

40

50

でき、シャーシ６０１の変形を抑制して、照明装置６００の信頼性を向上することができ
る。
【０１５０】
　実施の形態６に係る照明装置６００において、ＬＥＤモジュール５０２から出射された
光の一部は、図３０中に矢符にて示すように、反射シート６０４の一面６０４ａにおいて
鏡面反射される。ＬＥＤモジュール５０２から出射された光の他の一部は、反射シート６
０４に入射することなく、リングカバー６０８の内面６８１ａに入射して、リングカバー
６０８内部において拡散しつつリングカバー６０８の外面６８１ｂから照明装置６００の
外部に出射される。また、ＬＥＤモジュール５０２から出射された光の一部は、図３０中
に矢符にて示すように、天板反射シート６０５において反射される。
【０１５１】
　実施の形態６に係る照明装置６００においても、ＬＥＤモジュール５０２の光出射方向
を、照明装置６００の中央部から外縁部の方向、換言するとシャーシ６０１の中央部から
外縁部の方向にして、照明装置６００の照射方向がＬＥＤモジュール５０２の光出射方向
と交差する方向としているから、実施の形態５に係る照明装置５００と同様に、グレアを
低減することができる。
【０１５２】
　また、実施の形態６に係る照明装置６００においても、実施の形態５の照明装置５００
と同様に、ＬＥＤモジュール５０２からの光を反射シート６０４において多方向に反射さ
せることができ、照明装置６００の外縁部及び中央部を明るくすることができ、照度ムラ
の少ない略均一な照明光を得ることができる。
【０１５３】
　そして、実施の形態５の照明装置５００と同様に、天板反射シート６０５によりＬＥＤ
モジュール５０２の近傍からＬＥＤモジュール５０２の直接光が照明装置６００の外部へ
出射することを防止することができ、グレアを更に低減することができると共に、照度ム
ラを更に低減して略均一な照明光を得ることができる。
【０１５４】
（実施の形態７）
　図３１は、実施の形態７に係る照明装置７００の模式的部分拡大断面図である。本実施
の形態においては、昼光色ＬＥＤ５２２と電球色ＬＥＤ５２３に対して各別にＬＥＤ基板
６２１を設け、これらのＬＥＤ基板６２１を光源保持部７０３の保持板部７３２に対して
傾斜させて取付けている。昼光色ＬＥＤ５２２の方が電球色ＬＥＤ５２３よりも反射シー
ト５０４に向けてより傾斜させてある例である。その他の構成は、図２１に示す実施の形
態１と同様であるため、対応する構成部材に図２１と同一の参照符号を付して、その構成
の詳細な説明を省略する。
【０１５５】
　実施の形態７に係る照明装置７００においては、ＬＥＤモジュール６０２の昼光色ＬＥ
Ｄ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３のＬＥＤ基板６２１を反射シート５０４に向けて傾斜さ
せることにより、照明装置７００の中央部及び外縁部間の中間部と、前記外縁部を明るく
することができ、前述した実施の形態５と同様に、略均一な照明光を得ることができる。
なお、本実施の形態においては、昼光色ＬＥＤ５２２の方が電球色ＬＥＤ５２３よりも反
射シート５０４に向けてより傾斜させているが、これに限定されず、傾斜角度は同一であ
ってもよいし、逆であってもよい。
【０１５６】
　そして、実施の形態７に係る照明装置７００においても、ＬＥＤモジュール６０２をシ
ャーシ５０１（照明装置）の外縁部に設置していないから、実施の形態５に係る照明装置
５００と同様に、シャーシ５０１に作用するモーメントを低減することができるから、シ
ャーシ５０１の変形を抑制して、照明装置７００の信頼性を向上することができる。
【０１５７】
（実施の形態８）



(25) JP 4975136 B2 2012.7.11

10

20

30

40

50

　図３２は、実施の形態８に係る照明装置８００の模式的部分拡大断面図である。本実施
の形態に係る照明装置８００は、実施の形態５の照明装置５００にＬＥＤモジュール５０
２からの光を鏡面反射する鏡面反射部材５５５を追加した構成となっている。
【０１５８】
　光源保持部５０３には、鏡等の鏡面反射部材５５５が取付けてある。鏡面反射部材５５
５は、中央に八角形状の穴を有する板状部材を、部分円錐殻状に形成してなり、反射面で
ある一面５５５ａの側が凸状になるように、一面５５５ａを外向きに傾斜させてある。こ
の鏡面反射部材５５５は、一面５５５ａの側がＬＥＤモジュール５０２の側になるように
、ＬＥＤモジュール５０２の電球色ＬＥＤ５２３が実装された側（天板反射シート５０５
が設けられた長辺と反対側）の長辺に沿って、光源保持部５０３の保持板部５３２に固定
してある。なお、鏡面反射部材５５５は、鏡に限定されず、鏡面反射することが可能な部
材であればよい。その他の構成は、図２５に示す実施の形態５と同様であるため、対応す
る構成部材に図２５と同一の参照符号を付して、その構成の詳細な説明を省略する。
【０１５９】
　実施の形態８に係る照明装置８００において、ＬＥＤモジュール５０２から出射された
光の一部は、ＬＥＤモジュール５０２近傍のシャーシ５０１に向けて出射し、図３２中に
矢符にて示すように、鏡面反射部材５５５の一面５５５ａにおいて鏡面反射されて、照明
装置８００の外縁部に向けて出射される。鏡面反射部材５５５を設けない場合、ＬＥＤモ
ジュール５０２からＬＥＤモジュール５０２近傍のシャーシ５０１に向けて出射された光
の一部は、図３２中に二点鎖線にて示すように、シャーシ５０１において反射して、ＬＥ
Ｄモジュール５０２近傍のリングカバー５０８に入射して、リングカバー５０８の内部に
おいて拡散しつつ照明装置８００の外部に出射される。前述したように、ＬＥＤモジュー
ル５０２からの距離の長／短に応じて光強度が低／高となるから、鏡面反射部材５５５を
設けない場合、ＬＥＤモジュール５０２の近傍から照明装置８００の外部へ出射される光
に、光強度の高い光が含まれることになるところ、鏡面反射部材５５５を設けることによ
り、光強度の高い光を照明装置８００の外縁部の方向に反射させることができる。
【０１６０】
　即ち、実施の形態８に係る照明装置８００においては、実施の形態５に係る照明装置５
００の構成において得られた効果に加えて、ＬＥＤモジュール５０２の近傍から光強度の
高い光が照明装置８００の外部へ出射されることを更に防止することが可能となる。
【０１６１】
　なお、以上の実施の形態においては、色温度の異なる光源（昼光色ＬＥＤ５２２及び電
球色ＬＥＤ５２３）が並列に配してあるＬＥＤモジュール５０２を用いているが、適用可
能なＬＥＤモジュールはこれに限定されず、例えば、色温度の異なる光源が略一直線上に
配置してあってもよい。図３３は、本発明において適用可能な他のＬＥＤモジュール７０
２の例を示す模式図である。
【０１６２】
　ＬＥＤモジュール７０２は、図３３に示すように、矩形板状のＬＥＤ基板７２１と、該
ＬＥＤ基板７２１の長辺に沿って列状に実装され、昼光色の光を発する複数の昼光色ＬＥ
Ｄ５２２と、複数の昼光色ＬＥＤ５２２間に実装され、電球色の光を発する複数の電球色
ＬＥＤ５２３とを備えてなる。ＬＥＤモジュール７０２は、ＬＥＤモジュール５０２とは
異なり、昼光色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の発光部（ＬＥＤ素子及び封止樹脂
の部分であり、図中に円にて示す部分）の側を内側にして、昼光色ＬＥＤ５２２及び電球
色ＬＥＤ５２３の発光部が略一直線上に位置するように、昼光色ＬＥＤ５２２及び電球色
ＬＥＤ５２３を略交互に配している。
【０１６３】
　複数の昼光色ＬＥＤ５２２を直列接続する電源供給用の回路パターンの両端には、第１
の接続部５２５が設けてある。同様に、複数の電球色ＬＥＤ５２３を直列接続する電源供
給用の回路パターンの両端には、第２の接続部５２４が設けてある。なお、複数のＬＥＤ
モジュール７０２間の接続は、これら第１の接続部５２５同士、及び第２の接続部５２４



(26) JP 4975136 B2 2012.7.11

10

20

30

40

50

同士をジャンパケーブルである電線５６９により接続することにより行う。
【０１６４】
　このＬＥＤモジュール７０２においては、昼光色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３
の発光部が略一直線上に位置させてあるから、並列に配している場合と比較して、反射シ
ート、天板反射シート、鏡面反射部材等の反射部材を最適設計することが容易となり、照
度ムラのより少ない略均一な照明光を得ることが可能となる。
【０１６５】
　また、昼光色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の発光部の側を内側になるようにＬ
ＥＤ基板７２１に実装してあるから、図３３に示すように、配線長をあまり長くすること
なく他のＬＥＤを迂回して回路パターンを形成することができ、配線が容易となる。
【０１６６】
（実施の形態９）
　図３４は、実施の形態９に係る照明装置９００の模式的断面図である。図３５は、実施
の形態９に係る照明装置９００の模式的部分拡大断面図である。本実施の形態においては
、以上の実施の形態とは異なり、反射シート等の反射部材に加えてレンズを用いている。
【０１６７】
　光源及び反射部を保持するシャーシ７０１は、中央に円形状の穴を有する円板状である
。シャーシ７０１は、鉄、アルミニウム等の金属製であり、光源等の発熱体からの熱を放
熱するヒートシンクとしての機能も有している。
【０１６８】
　シャーシ７０１の一面７０１ａには、ＬＥＤモジュール７０２が光源保持部５０３を介
してアダプタ５１６の周囲を径方向に囲むように取付けてある。ＬＥＤモジュール７０２
は、実施の形態８において図３３を用いて説明したＬＥＤモジュール７０２と同一である
から、詳細な説明は省略する。
【０１６９】
　シャーシ７０１には、ＬＥＤモジュール７０２からの光を反射する反射部としての反射
シート７０４が設けてある。反射シート７０４は、中央にＬＥＤモジュール５０２の配置
形状に合わせた八角形状の穴を有する円板状をなす樹脂製であり、一面７０４ａには乱反
射しやすいように表面加工が施してある。この反射シート７０４は、一面７０４ａの反対
側の面がシャーシ７０１の側になるようにシャーシ７０１の一面７０１ａに取付けてある
。
【０１７０】
　ＬＥＤモジュール７０２には、該ＬＥＤモジュール７０２から出射された光の方向を変
化させる光学部材としてのレンズ５５６が取付けてある。図３６は、実施の形態９に係る
照明装置９００に用いられるレンズ５５６の模式的斜視図である。
【０１７１】
　レンズ５５６は、ＬＥＤモジュール７０２の昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２
３の光中心を通る線（光軸）を結んでなるＬＥＤ基板７２１に垂直な面に関して対称な曲
面部分を有し、ＬＥＤモジュール７０２の昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３か
ら出射された光が入射する光入射面５５６ａと、前記ＬＥＤ基板７２１に垂直な面に関し
て対称な曲面部分を有し、光入射面５５６ａに入射した光が反射する光反射面５５６ｃと
、矩形状の平面であり、光入射面５５６ａに入射した光及び反射面５５６ｃにおいて反射
した光が出射される光出射面５５６ｄと、該光出射面５５６ｄと平行をなし、光入射面５
５６ａ及び光反射面５５６ｃの端縁を結ぶレンズの支持面としての作用も有する底面５５
６ｂとを有している。なお、光反射面５５６ｃは、昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ
５２３から出射し、光入射面５５６ａに入射した光が、昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色Ｌ
ＥＤ５２３の光軸に平行な方向に反射されるように適切に形成してある。
【０１７２】
　このレンズ５５６は、ＬＥＤモジュール７０２のＬＥＤ基板７２１に実装された昼白色
ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の光出射方向を覆うようにＬＥＤモジュール７０２
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のＬＥＤ基板７２１に底面５５６ｂの側にて取付けてある。この取付状態において、昼白
色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３が、光入射面５５６ａの端縁を含む平面又は該平
面よりレンズ５５６の側に昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の発光面が位置す
るようにしてある。
【０１７３】
　シャーシ７０１には、ＬＥＤモジュール７０２及び反射シート７０４を覆う光拡散性を
有するリングカバー７０８が取付けてある。リングカバー７０８は、中央に円形状の穴を
有し、中央部から外縁部に向けて一面７０８ａの側が凹状になるように湾曲させてあり、
一面７０８ａとＬＥＤの光軸の方向となす角度が中央部から外縁部に向けて連続的に増加
するように形成してある。その他の構成は、図２１及び図２６に示す実施の形態５と同様
であるため、対応する構成部材に図２１及び図２６と同一の参照符号を付して、その構成
の詳細な説明を省略する。
【０１７４】
　実施の形態９係る照明装置９００においても、ＬＥＤモジュール７０２をシャーシ７０
１（照明装置）の外縁部に設置していないから、天井等の被取付部材への取付位置である
シャーシ７０１の中央からのＬＥＤモジュール７０２の距離を短くすることができ、ＬＥ
Ｄモジュール７０２をシャーシ７０１の外縁部に設置する場合と比較して、シャーシ７０
１に作用するモーメントを低減することができるから、シャーシ７０１の変形を抑制する
ことができ、照明装置９００の信頼性を向上することができる。シャーシ７０１の中央部
に電源部５０６を配しているから、電源部５０６、電源部５０６及びＬＥＤモジュール７
０２を接続する電線等をシャーシ７０１の中央部の側に集中させることができ、シャーシ
７０１に作用するモーメントを更に低減することができ、シャーシ７０１の変形を抑制し
て照明装置９００の信頼性を向上することができる。
【０１７５】
　以上のように構成された実施の形態９に係る照明装置９００において、ＬＥＤモジュー
ル７０２から出射された光は、図３５に矢符にて示すように、レンズ５５６の光入射面５
５６ａに入射し、一部はそのまま光出射面５５６ｄから該光出射面５５６ｄに直交する方
向（昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の光軸に平行な方向）に出射し、他の部
分は光反射面５５６ｃにおいて反射され、光出射面５５６ｄから該光出射面５５６ｄに直
交する方向に出射する。即ち、レンズ５５６を用いることにより、照明装置９００の中央
部から外縁部の方向に、換言するとシャーシ７０１の中央部から外縁部の方向にＬＥＤモ
ジュール７０２からの光が出射されることになる。
【０１７６】
　そして、レンズ５５６から出射した光は、リングカバー７０８に入射し、入射した光の
一部は、リングカバー７０８の一面７０８ａにおいてシャーシ７０１の側に反射され、他
の一部は、リングカバー７０８内部において拡散しつつリングカバー７０８から照明装置
９００の外部に出射する。なお、一面７０８ａとＬＥＤの光軸の方向となす角度が中央部
から外縁部に向けて連続的に増加するようにリングカバー７０８が形成してあるから、リ
ングカバー７０８に入射する光は、リングカバー７０８の中央部の側においては、入射角
が小さいため全反射が起こりやすく、リングカバー７０８の外縁部にいくに従い、入射角
が大きくなるため乱反射が起こりやすくなる。シャーシ７０１の側に反射された光は、反
射シート７０４において更にリングカバー７０８の側に反射される。このように、レンズ
５５６からの光をリングカバー７０８及び反射シート７０４において反射させることによ
り、レンズ５５６からの光を多方向に反射させることができ、照明装置の外縁部から中央
部亘る範囲を明るくすることができ、前述した実施の形態と同様に、照度ムラの少ない略
均一な照明光を得ることができる。
【０１７７】
　また、レンズ５５６から出射する光の方向が、照明装置９００の中央部から外縁部の方
向に、換言するとシャーシ７０１の中央部から外縁部の方向であり、リングカバー７０８
の中央部の側においては、前述したように全反射が起こりやすいから、リングカバー７０
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８の中央部の側、換言するとＬＥＤモジュール７０２の近傍において、リングカバー７０
８を透過する直接光は殆どない。即ち、ＬＥＤモジュール７０２の近傍においてリングカ
バー７０８に直接入射して照明装置９００の外部へ出射する光を少なくすることができ、
ＬＥＤモジュール７０２からの直接光が使用者の目に入ることを低減することができ、グ
レアを低減することができる。
【０１７８】
　なお、レンズ５５６の形状は、昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３からの光を
、昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の光軸に対して平行に近い方向に曲げるこ
とにより集光することができる形状であればよい。また、本実施の形態におけるレンズ５
５６は、１つのＬＥＤモジュール７０２に対して１つ設けるように形成してあるが、これ
に限定されず、各ＬＥＤに対して各一つのレンズを設けるようにしてもよい。この場合、
円錐台形状を有するレンズがＬＥＤの数だけ並設されることになる。また、この複数の円
錐台形状のレンズの一部を連ねてレンズを形成してもよい。
【０１７９】
　図３７は、実施の形態９において適用可能な他のレンズの例を示す模式的断面図であり
、複数の円錐台形状のレンズの一部を連ねてなるレンズの例である。なお、図３７は、Ｌ
ＥＤモジュール７０２の昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の光軸を結んでなる
ＬＥＤ基板７２１に垂直な面にてレンズ５５７を切断した模式的断面図である。
【０１８０】
　レンズ５５７は、各ＬＥＤの光軸に関して軸対称な曲面部分を有し、ＬＥＤモジュール
７０２の昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３から出射された光が入射する光入射
面５５７ａと、各ＬＥＤの光軸に関して軸対称な曲面部分を有し、光入射面５５７ａに入
射した光が反射する光反射面５５７ｃと、矩形状の平面であり、光入射面５５７ａに入射
した光及び反射面５５７ｃにおいて反射した光が出射される光出射面５５７ｄと、該光出
射面５５７ｄと平行をなし、光入射面５５７ａ及び光反射面５５７ｃの端縁を結ぶレンズ
の支持面としての作用も有する底面５５７ｂとを有している。なお、光反射面５５７ｃは
、昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３から出射し、光入射面５５７ａに入射した
光が、昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の光軸に平行な方向に反射されるよう
に適切に形成してある。
【０１８１】
　このレンズ５５７は、レンズ５５６と同様に、ＬＥＤモジュール７０２のＬＥＤ基板７
２１に実装された昼白色ＬＥＤ５２２及び電球色ＬＥＤ５２３の光出射方向を覆うように
ＬＥＤモジュール７０２のＬＥＤ基板７２１に底面５５７ｂの側にて取付けて用いられる
。レンズ５５７を用いた場合においても、レンズ５５６と同様の効果が得られる。
【０１８２】
　以上の実施の形態においては、反射シートとして平板状のシートを用いていたが、これ
に限定されず、ＬＥＤモジュールに向けて傾斜する傾斜面を有する突起を一面に設けても
よい。図３８は、反射シート８０４に設ける突起の説明図である。照明装置の中央部から
外縁部の方向、換言するとシャーシの中央部から外縁部の方向に応じて突起の突設高さを
高くすると共に、隣接する突起間の間隔を小さくしている。より詳細には、シャーシの中
央部側の反射シート８０４の一面には、緩やかな傾斜面を有し、突起間の間隔を大きくし
た突起を形成し（図３８（ａ）参照）、中央部及び外縁部間の中間部分においては、中央
部側よりも傾斜が大の傾斜面を有し、突起間の間隔を小さくした突起を形成し（図３８（
ｂ）参照）、外縁部においては、更に傾斜が大の傾斜面を有し、突起間の間隔を更に小さ
くした突起を形成している（図３８（ｃ）参照）。
【０１８３】
　このように反射シート８０４に形成する突起の傾斜角度及び間隔を変化させることによ
り、反射シート８０４の外縁部にいくに従い、反射シート８０４に入射する光の反射シー
ト８０４への入射角が大きくなるため乱反射が起こりやすくなるから、ＬＥＤモジュール
からの光を反射シート８０４において多方向に反射させることができ、照明装置の外縁部
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及び中央部を明るくすることができ、前述した実施の形態と同様に、照度ムラの少ない略
均一な照明光を得ることができる。
【０１８４】
　なお、以上の実施の形態においては、ＬＥＤ基板を八角形状になるようにシャーシに配
してあるが、これに限定されず、八角形以外の多角形状でもよいし、円形でもよい。なお
、環状とは円形状に限定されず、本願実施例のように八角形状も当然含み、さらに三角形
状及び多角形状をも含む。また、環状を形成する、夫々の光源は等間隔に設けられていな
くてもよい。
【０１８５】
　また、以上の実施の形態においては、反射部材として、反射シート及び天板反射シート
の両方を用いているが、反射シートのみであってもよい。また、以上の実施の形態５から
実施の形態９に記載の構成、及び反射シートの一面に突起を設ける構成は、複数組み合わ
せて用いることも可能であり、適切に組み合わせることにより、更に照度ムラの少ない略
均一な照明光を得ることが可能となる。
【０１８６】
　また、以上の実施の形態においては、光源保持部をシャーシと別体に設けているが、シ
ャーシに一体的に設けてもよい。
【０１８７】
　また、以上の実施の形態において、ＬＥＤモジュールをシャーシの中央部に設けている
が、厳密な中央に限定されることはなく、例えばアダプタの周囲を径方向に囲むように配
置してあり、外縁部に向けて光を出射するように設けてあれば、シャーシの撓み等の変形
を抑制することが可能となる。
【０１８８】
　また、色温度の異なる光源として、昼白色と電球色の２種類の光源としているが、これ
に限定されない。用いる光源は１種類でも、３種類以上であってもよい。また、以上の実
施の形態においては、光源としてＬＥＤを用いているが、これに限定されず、ＥＬ（Ｅｌ
ｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）等を用いてもよい。
【０１８９】
　また、以上の実施の形態においては、天井等の被取付部材から吊具により吊下げられる
タイプの照明装置、所謂ペンダントライトと、天井等の被取付部材に取付けられるタイプ
の照明装置、所謂シーリングライトとを例に説明したが、これらに限定されず、電球型等
の他のタイプの照明装置にも適用可能である。
【０１９０】
　さらに、本発明は、その他、特許請求の範囲に記載した事項の範囲内において種々変更
した形態にて実施することが可能であることは言うまでもない。
【符号の説明】
【０１９１】
　１，１０１，２０１　シャーシ（装置本体）
　２，１０２　ＬＥＤモジュール（光源）
　４，１０４，２０４　導光板（導光部材）
　４１　反射ドット（反射部）
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